
　

二
〇
一
三
年
春
の
完
工
に
向

け
て
工
事
が
進
む
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
新
1
号
館
、
新
11
号
館

の
「
目
で
見
る
整
備
計
画
」
が
、

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
立
ち

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
出
さ
れ

て
い
る
の
が
「
つ
な
が
り
広
が

る
…
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

添
え
た
完
成
イ
ラ
ス
ト（
写
真
）。

こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
整
備
計
画
、

両
館
の
建
築
概
要
と
環
境
対
策
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
施
設
・
設
備
、

工
事
の
進
捗
を
紹
介
す
る
ペ
ー

ジ
に
入
っ
て
い
く
構
成
に
な
っ

て
い
る
。

　

管
財
部
と
広
報
部
が
共
同
制

作
し
て
お
り
、
計
画
・
工
事
の

進
展
を
そ
の
都
度
、
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
。

　

本
学
の
二
〇
一
二
年
度
入
学

試
験
は
十
月
八
日
に
行
わ
れ
た

国
際
英
語
学
部
国
際
英
語
学

科
、
国
際
教
養
学

部
、
総
合
政
策
学

部
、
情
報
理
工
学
部

の
Ａ
Ｏ
入
試
で
ス

タ
ー
ト
。
一
般
、
特

Ⅰ
、
特
Ⅱ
、
特
Ⅲ
の
四
種
類
の

推
薦
入
試
が
十
一
月
十
二
日
、

二
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た（
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
の
Ａ
Ｏ
入
試
お

よ
び
一
般
推
薦
入
試「
実
技
型
」

は
十
二
月
三
日
実
施
）。

　

志
願
者
は
推
薦
入
試
と
Ａ
Ｏ

入
試
の
合
計
で
二
千
六
百
三
十

　

二
〇
〇
四
年
ア
テ
ネ
五
輪
に

続
い
て
昨
年
八
月
の
世
界
選
手

権
で
も
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

日
本
の
陸
上
で
初
め
て
五
輪
、

世
界
選
手
権
の
両
方
で
頂
点
に

立
っ
た
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の

室
伏
広
治
選
手（
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
准
教
授
）が
同
九
月
、国
際

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
賞
は
国
際
フ
ェ
ア
プ
レ
イ

委
員
会
が
ユ
ネ
ス
コ
の
協
力
を

得
て
、
競
技
種
目
に
と
ら
わ
れ

ず
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
に

貢
献
し
た
人
物
や
団
体
に
贈
っ

て
い
る
。
室
伏
准
教
授
は
東
日

本
大
震
災
後
の
復
興
支
援
活
動

が
評
価
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
が

人
々
を
支
援
で
き
る
こ
と
を
示

し
た
。

　

世
界
陸
上
優
勝
と
フ
ェ
ア
プ

レ
イ
賞
受
賞
を
記
念
し
た
植
樹

会
が
十
二
月
十
七
日
、
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
陸
上
競
技
場
百

メ
ー
ト
ル
走
ゴ
ー
ル
付
近
で
行

わ
れ
、
室
伏
准
教
授
は
「
大
震

災
に
あ
え
ぐ
日
本
に
希
望
を
与

え
る
た
め
に
贈
ら
れ
た
賞
だ
と

思
っ
て
い
る
。
被
災
者
が
受
け

た
心
の
傷
は
深
く
、
今
後
も
機

会
を
見
つ
け
て
少
し
で
も
力
に

な
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

人
（
前
年
二
千
九
百
七
十
七

人
）
。
定
員
に
対
す
る
倍
率
は

二
・
三
五
倍
だ
っ
た
。
合
格
者

数
は
昨
年
よ
り
二
十
七
人
少
な

い
千
五
百
二
十
人
。

　

前
期
入
試
の
出
願
が
一
月
六

日
か
ら
始
ま
り
、
一
月
十
六
日

に
締
め
切
ら
れ
た
Ｍ
方
式
、
セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
﹇
三
科

目
型
﹈
の
志
願
者
が
確
定
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
三
千
五
百
二
十

三
人
と
四
千
二
百
六
十
三
人

で
、
両
方
式
合
計
で
前
年
比
四

十
三
人
増
加
と
な
っ
た
。

　

Ａ
方
式
、
得
意
科
目
重
視
型

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式
は
一
月

二
十
四
日
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
方
式
﹇
四
科
目
型
﹈﹇
五
科

目
型
﹈
は
二
月
二
日
が
願
書
締

め
切
り
。

　

試
験
日
は
二
月
一
、
五
―
九

日
の
計
六
日
間（
セ
ン
タ
ー
試

験
利
用
方
式
は
個
別
試
験
を
課

さ
な
い
）。
合
格
発
表
は
全
方

式
と
も
二
月
十
八
日
。

　

後
期
入
試
は
Ｆ
方
式
と
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
二
方
式

で
実
施
さ
れ
る
。

　

願
書
受
付
は
二
月
十
八
日
か

ら
。前
期
入
試
と
同
様
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
受
験
料
割

引「
Ｎ
ｅ
ｔ
割
」が
適
用
さ
れ

る
。

　

Ｆ
方
式
の
試
験
日
は
三
月
七

日
（
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式

は
個
別
試
験
を
課
さ
な
い
）。合

格
発
表
は
三
月
十
七
日
。

※ＡＯ入試および推薦入試（一般、特Ⅰ、特Ⅱ、特Ⅲ）の合算。
※併設校・附属校推薦は除く。

単位（人）

学部

文

国際英語

国際教養

心理

現代社会

法

総合政策

経済

経営

情報理工

スポーツ科

学科 定員
2012年度
志願 合格

5328 35
7328 34
8428 41
8028 40
11336 46
12350 66
245105 170
253120 145
20983 101
290125 193
293110 166
9039 58
6939 59
6339 54
11240 57
295190 218
18530 37
2,6301,118 1,520

日本文

国際英語

言語表現

国際教養

英米文化

心理

現代社会

法律

総合政策

経済

経営

情報メディア工

情報システム工

競技スポーツ科

スポーツ健康科

スポーツ教育

機械情報工

合計

記念の月桂樹を植樹する室伏准教授

名古屋キャンパス整備
ホームページで紹介

２０１２年度

入　試

2012年度ＡＯ・推薦入試
志願者および合格者数

AO・推薦入試

志
願
者

２
６
３
０
人

国際フェアプレイ賞
室伏広治准教授
（スポーツ科学部）

志
願
者
速
報

大
震
災
の
復
興
支
援
評
価

前
期
入
試

２
月
18
日
よ
り
受
付

後
期
入
試

（1/23時点）

❶
室
伏
准
教
授
が
国
際
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
賞

　

／
２
０
１
２
年
度
入
試

❷
❸
11
学
部
の
力
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
」

　

／
中
小
企
業
の
魅
力
発
信
事
業

❹
２
０
１
２
年
度
学
年
暦
／
図
書
館
の
貴

　

重
書
／
研
究
助
成
な
ど

❺
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
／
国
際

　

セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

❻
❼
就
職
内
定
者
５
人
の
体
験
記
／
主
な

　

内
定
先
企
業
／
教
員
採
用
試
験
結
果

❽
❾
学
生
た
ち
の
学
習
成
果（
コ
ン
テ
ス
ト

　

優
勝
、産
学
連
携
、研
究
発
表
会
な
ど
）

10
文
化
会
（
新
執
行
部
、
文
化
会
通
信
）

11
体
育
会
（
新
執
行
部
、
大
会
成
果
）

12
大
学
祭

13
14
中
京
人
往
来（
平
澤
誠
さ
ん
）／
公
開

　

講
座（
室
伏
重
信
さ
ん
、滝
茂
夫
さ
ん
、吉

　

川
弘
之
さ
ん
）

15
景
気
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
発
言
要
旨
）

16
体
育
学
部
創
立
50
周
年
／
経
営
学
部
20

　

周
年
誌
／
褒
章
・
叙
勲
に
３
氏
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「
ス
ポ
ー
ツ
は
競
技
、
健
康
づ

く
り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

障
が
い
者
用
な
ど
、
対
象
も
種

類
も
広
が
り
、
持
つ
意
味
も
変

化
し
て
き
た
。
今
、
効
果
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
病
気
の
予
防

策
な
ど
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス

（
根
拠
）
に
基
づ
い
た
方
法
論

が
社
会
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
教
育

者
・
研
究
者
と
し
て
努
力
し
て

い
き
た
い
」

　

現
代
社
会
で
は
対
人
関
係
や

ネ
ッ
ト
関
連
な
ど
、
対
処
の
難

し
い
ト
ラ
ブ
ル
に
学
生
た
ち
が

巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
。
そ
う
し
た
事
態
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
不
安
感
に

責
め
立
て
ら
れ
な
い
た

め
に
は
、
精
神
的
な
拠

り
所
と
な
る
仲
間
の
存

在
が
大
切
で
す
。

　

学
生
相
談
室
は
、
学

生
た
ち
が
一
定
の
ル
ー

ル
下
で
互
い
の
個
性
を
受
け
入

れ
な
が
ら
、
精
神
的
成
長
を
促

し
合
う「
学
生
交
流
の
場
」を
設

け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
友
人

関
係
に
満
た
さ
れ
な
い
思
い
を

抱
き
、
あ
る
い
は
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
い
る
学
生
た
ち
が
、

心
の
拠
り
所
を
見
つ
け
、
気
持

ち
を
共
有
し
、
互
い
に
励
ま
し

支
え
合
う
場
に
な
る
よ
う
、
運

営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
学
生
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。「
先
輩
の
話（
講
義
、就

活
な
ど
）が
聴
け
て
助
か
る
」

「
こ
こ
が
な
い
と
学
校
に
来
ら

れ
な
い
」「
気
持
ち
に
余
裕
が
で

き
る
」「
他
学
部
の
学
生
と
交
流

で
き
て
い
い
」「
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
」―
。

　

就
職
に
際
し
、
企
業
が
学
生

に
求
め
る
の
は
〈
精
神
的
不
安

に
自
ら
適
切
に
対
応
で
き
る
〉

〈
第
三
者
と
主
体
的
に
意
見
交

換
で
き
る
〉
こ
と
、
つ

ま
り
、
精
神
的
な
自
立

や
、
対
人
関
係
を
保
つ

力
で
す
。
学
生
時
代
の

グ
ル
ー
プ
体
験
を
通

し
、
人
と
つ
な
が
り
支

え
合
い
、
自
分
で
自
分
の
問
題

に
取
り
組
む
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で

す
。

＊「
交
流
の
場
」は
自
由
参
加
。

　

月
曜
〜
金
曜
日
の
昼
休
み
。

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
支
え
る
〝
ト
レ
ー
ナ
ー
〞

に
憧
れ
、
中
京
大
学
に
入
学
。
卒
業
後
の
四
月
か

ら
晴
れ
て
念
願
で
あ
っ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の

道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
大
学
生
活
の
中
で
何

か
偉
大
な
事
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
四
年
間
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
学
生
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
現
場
に
出
て
、
頑
張
っ
て
い
る
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
中
で
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し

　

私
は
体
育
教
師
を
目
指
し
て
、
中
京
大
学
の
体

育
学
部
に
入
学
し
た
。
中
学
校
、
高
校
の
保
健
体

育
科
教
員
に
加
え
て
、
小
学
校
教
諭
の
免
許
取
得

の
勉
強
を
し
て
き
た
。
小
学
校
教
師
の
魅
力
に
気

づ
き
、
豊
田
市
の
小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、

ゼ
ミ
で
栄
養
学
を
学
び
、
様
々
な
取
り
組
み
も
し

た
。
そ
の
結
果
、
愛
知
県
の
教
員
採
用
試
験
（
小

学
校
）
に
合
格
で
き
た
。

「
以
前
は
研
究
に
没
頭
す
る
時

間
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
学
生

と
関
わ
り
合
い
、
教
え
る
こ
と

が
楽
し
く
て
し
よ
う
が
な
い
。

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
興
味

関
心
を
持
つ
②
ま
ず
は
や
っ
て

み
よ
う
③
実
践
力
を
培
お
う
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
人
と
ス
ポ
ー

ツ
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
、

必
ず
役
に
立
つ
時
が
く
る
。
一

歩
踏
み
込
ん
で
積
極
的
に
学
ん

で
欲
し
い
」

「『
継
続
は
力
な
り
』。学
生
た

ち
に
は
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
な

ど
何
か
に
熱
中
し
、
成
果
が
上

が
ら
な
く
て
も
四
年
間
続
け
て

欲
し
い
。
一
つ
の
こ
と
に
打
ち

込
む
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
性

や
社
会
性
を
伸
ば
す
こ
と
に
繋

が
る
」

　

経
済
産
業
省
「
産
学
協
働
教

育
を
通
じ
た
中
小
企
業
の
魅
力

発
信
事
業
」
の
拠
点
大
学
と
し

て
、
総
合
政
策
学
部
・
宮
内
美

穂
准
教
授
の
も
と
で
行
わ
れ
て

き
た
「
事
例
研
究
」
授
業
が
終

了
し
、
十
二
月
二
十
七
日
、
全

国
グ
ラ
ン
プ
リ
の
本
学
参
加
チ

ー
ム
が
選
考
さ
れ
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
全
国
二
十

地
域
の
各
代
表
が
中
小
企
業
の

魅
力
発
信
を
発
表
す
る
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
本
学
か
ら
参
加
す
る

の
は
柴
田
早
紀
、
鈴
木
実
穂
、

和
田
恵
梨
香
さ
ん
の
チ
ー
ム
。

魅
力
発
信
事
業
は
大
学
と
中
小

企
業
が
直
接
連
携
し
、
学
生
に

は
、
地
域
に
あ
る
中
小
企
業
の

強
み
や
良
さ
を
自
ら
発
見
す
る

こ
と
で
就
職
活
動
の
視
野
を
広

げ
て
も
ら
い
、
経
営
者
に
は
学

生
か
ら
見
た
自
社
の
強
み
や
魅

力
発
見
の〝
気
づ
き
〞の
機
会
に

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

総
合
政
策
学
部
で
は
今
年
度
か

ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
、
三
年

生
の
単
位
認
定
科
目
と
し
て
お

り
、
今
年
度
は
同
学
部
の
三
十

六
人
の
他
、
経
済
学
部
、
経
営

学
部
な
ど
か
ら
約
五
十
人
が
聴

講
し
た
。

　

授
業
で
は
三
人
一
組
の
十
二

チ
ー
ム
が
作
ら
れ
、
経
営
者
に

よ
る
リ
レ
ー
講
義
や
企
業
訪
問

で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通

じ
て
考
え
た
「
学
生
に
よ
る
学

生
の
た
め
の
魅
力
発
信
レ
ポ
ー

ト
」
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
。
学
部

内
外
の
関
係
者
が
審
査
し
、
一

位
チ
ー
ム
を
選
考
し
た
。

　

履
修
し
た
学
生

か
ら
は「
訪
問
し
た

会
社
の
社
長
か
ら

社
員
ま
で
、皆
さ
ん

が
熱
っ
ぽ
く
自
社

の
魅
力
を
語
る
と

こ
ろ
に
胸
が
打
た

れ
た
」「
地
元
の
中

小
企
業
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
感
で
き
、

就
活
の
参
考
に
し

た
い
」な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

　

全
国
コ
ン
テ
ス

ト
は
三
月
六
日
、
東
京
で
行
わ

れ
る
。

教育実習で教壇に立つ中倉さん

部員の足首にテーピングをする富崎さん

熱
心
な
質
問
が
相
次
い
だ

中
小
企
業
リ
レ
ー
講
義

多
様
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ

　

教
育
研
究
の
重
み
増
す

梅村  義久  スポーツ科学部長
専攻分野　運動生理学

総合政策
学　　部

学 部 長 イ ン タ ビ ュ ー

興味持ち行動、実践

励み合い、切磋琢磨

富崎　美佳さん
体育科学科４年

中倉　航さん
体育科学科４年

仲
間
づ
く
り「
交
流
の
場
」

昼
休
み
に
自
由
参
加

学
生
相
談
室
か
ら

経
産
省  「
中
小
企
業
魅
力
発
信
事
業
」

拠
点
大
学
と
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
参
加
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た
学
び
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
き
た
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

今
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
課
程
が
で
き
た
が
、
そ
れ

ま
で
は
中
京
大
に
は
ト
レ
ー
ナ
ー
を
育
成
す
る
為

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
な
く
、
自
分
で
や
る
し
か
な

い
と
い
う
環
境
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
自
分
と

同
じ
よ
う
に
ト
レ
ー
ナ
ー
や
指
導
者
を
目
指
す
学

生
が
集
い
勉
強
す
る
団
体
「
中
京
大
学
コ
ー
チ
＆

ト
レ
ー
ナ
ー
部
会
」（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）で
共
に
勉
強
し
、

お
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
悩
み
を
共
有
出
来
る
仲

間
が
い
た
こ
と
が
非
常
に
助
け
に
な
っ
た
。

　

大
学
生
の
特
権
で
あ
る
自
由
を
最
大
限
利
用
し
、

興
味
が
あ
れ
ば
と
り
あ
え
ず
行
動
を
実
践
し
て
き

た
こ
と
で
生
ま
れ
た
学
び
や
出
会
い
は
私
に
と
っ

て
非
常
に
大
切
な
糧
と
な
っ
て
い
る
。

　

合
格
で
き
た
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
同

じ
目
標
に
向
か
い
、
切
磋
琢
磨
し
、
励
ま
し
合
え

る
仲
間
が
い
た
こ
と
。
体
育
学
部
に
は
教
師
を
目

指
す
学
生
が
多
い
。
友
人
と
勉
強
会
を
開
い
て
面

接
の
練
習
を
し
た
り
、
一
緒
に
遅
く
ま
で
勉
強
し

た
り
、
情
報
を
交
換
し
合
っ
た
。

　

二
つ
目
は
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い

る
こ
と
。
教
務
課
主
催
の
勉
強
会
や
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
面
接
指
導
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
先

輩
た
ち
の
受
験
報
告
書
も
参
考
に
な
っ
た
。

　

三
つ
目
は
絶
対
に
教
師
に
な
る
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
持
ち
続
け
た
こ
と
。こ
の
信
念
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、つ
ら
い
勉
強
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、仲
間
の
大
切
さ
を
伝

え
ら
れ
る
教
師
に
な
る
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

一
年
次
の
秋
学
期
に
、
ス
ポ

ー
ツ
健
康
科
学
科
で
「
海
外
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
」
を
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
で
「
海

外
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
、
体
育
学

部
は
教
員
を
目
指
す
学
生
が
多

い
の
が
特
徴
だ
。
教
職
課
程
の

授
業
を
受
け
、
今
年
度
、
教
員

免
許
状
を
取
得
し
た
体
育
学
部

生
は
三
百
三
十
三
人
で
、
四
年

生
の
六
〇
％
に
上
る
。

　

二
〇
一
一
年
度
教
員
（
公
立

学
校
）
採
用
試
験
に
合
格
し
た

体
育
学
部
生
は
五
十
一
人
。
学

校
別
の
内
訳
は
小
学
校
二
十
七

人
、
中
学
校
十
六
人
、
高
等
学

校
五
人
、
特
別
支
援
学
校
三
人

と
な
っ
て
い
る
。
体
育
学
部
生

と
同
卒
業
生
を
合
わ
せ
た
合
格

者
数
は
二
〇
一
一
年
度
が
百
二

十
四
人
、
二
〇
一
〇
年
度
百
十

一
人
、
二
〇
〇
九
年
度
八
十
五

人
で
、
毎
年
多
数
の
合
格
者
を

輩
出
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

は
五
十
年
余
の
歴
史

と
伝
統
を
持
つ
体
育

学
部
を
改
組
し
、
二
〇
一
一
年
四

月
に
開
設
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
教

育
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
の
三
学
科
体
制
で
、
ス

ポ
ー
ツ
の
実
践
に
科
学
的
な
エ
ビ

デ
ン
ス
（
根
拠
）
を
探
究
し
て
い

る
。

　

学
問
の
対
象
は
『
人
間
』
。
人

と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
は
、
動
作
解

析
の
結
果
や
体
質
・
体
格
の
医
学

的
な
側
面
、
心
理
面
へ
の
影
響
な

ど
多
角
度
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で

は
、
生
物
学
や
医
学
、
心
理
学

な
ど
様
々
な
分
野
を
探
究
し
、

そ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
専
門
性
を
高
め
、
ど

の
よ
う
な
条
件
下
で
何
が
正
し

い
か
を
判
断
す
る
洞
察
力
と
知
恵

を
授
け
る
こ
と
を
教
育
の
柱
に
置

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
現

場
で
実
践
で
き
る
実
学
と
し
て
の

教
育
に
力
を
入
れ
、
コ
ー
チ
ン
グ

実
習
や
健
康
運
動
実
習
、
海
外
の

ス
ポ
ー
ツ
現
場
研
修
な
ど
の
実
践

科
目
も
充
実
し
て
い
る
。

　

他
の
学
部
に
比
べ
教
員
を
目
指

す
学
生
が
多
く
、
毎
年
三
百
数
十

人
の
学
生
が
教
職
課
程
を
履
修
し
、

四
年
生
春
学
期
に
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
へ
教
育
実
習
に
行

っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
国
ア
メ
リ
カ
に

渡
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
メ
ー
カ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
な
ど
を
訪
問
。

現
場
の
最
前
線
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
か
ら
、
最
先
端
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
理
論
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環

境
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
経
営
な

ど
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
る
。

学
生
は
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
仕
事

に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
、
知
識

を
習
得
し
、
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー

ジ
の
形
成
に
役
立
て
て
い
る
。

学
部
の

11
力

開設　2011年4月
学生数（2011年5月1日現在）
スポーツ教育学科 1年144人、
競技スポーツ科学科 1年289人、
スポーツ健康科学科 1年95人
合計528人
男女比 男：女＝
70％（368人）：30％（160人）
教員数　専任39人
（内訳：教授21人、准教授7人、　  
講師6人、助教5人）

開設　1959年4月
学生数（2011年5月1日現在）
体育科学科 2年415人、3年439人、
4年462人　合計1,316人
健康科学科 2年103人、3年95人、
4年106人　合計304人
男女比 男：女＝
70％（1,132人）：30％（488人）

卒業者数　合計23,943人

スポーツ科学部のデータ 体育学部のデータ

スポーツ教育学科
　体育教員の養成に力点を置き、保健体
育の教育を体系的に学ぶカリキュラムが組
まれている。教育実習や学校指導実習など
の実習科目、17競技の実技科目や体育実
技指導法など、実践科目も充実している。
　中学・高校の教員免許とともに通信教育
による小学校教員免許の取得が可能。生徒
の心身の発達段階に応じた実技の指導力
と課外活動の指導力を育成していく。
競技スポーツ科学科
　スポーツ競技力向上のために必要なト
レーニングやコーチングの知識と実践的な
技法を、科学的な視点で学習していく。
　スキルアップを目指す理論と実技科目、
それらをどう生かすかを学ぶコーチング関
連の科目、実践的な経験を積む学外実習
など、目的に応じ専門性を高めていく。ス
ポーツに関連する組織や施設の運営に必
要なマネジメント理論等の科目も用意して
いる。
スポーツ健康科学科
　健康づくりのための運動やレクリエー
ションスポーツなどの指導者、競技スポー
ツ選手を支えるアスレティックトレーナーと
して必要な知識と実践力を培っていく。
　スポーツが心や身体に与える影響やリ
スクを十分に理解するため、スポーツに関
する医学、心理学、社会学などを科学的な
視点から幅広く研究していく。障害者ス
ポーツや労働衛生などに関する科目も用
意している。

学問の対象は
『人間』

スポーツ科学部

トレーナーに憧れて

教師目指す仲間多く

ト
レ
ー
ナ
ー
と
ビ
ジ
ネ
ス

「
海
外
ス
ポ
ー
ツ
研
修
」

今
年
度
教
員
採
用
試
験

１
２
４
人
合
格（
既
卒
含
む
）

科
学
的
な
根
拠
に

基
づ
く
教
育
・
研
究

エ
ビ
デ
ン
ス
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授
業
や
集
中
講
義
、
定
期
試

験
な
ど
二
〇
一
二
年
度
の
「
学

年
暦
」
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
ま

で
一
四
回
だ
っ
た
学
期
あ
た
り

の
授
業
回
数
が
大
学
設
置
基
準

に
基
づ
き
一
五
回
に
変
更
さ
れ

た
他
、
台
風
、
地
震
な
ど
に
よ

り
全
学
的
に
休
講
と
な
る
事
例

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
春
学
期
の
七
月

二
十
一
日
㈯
お
よ
び
秋
学
期
の

一
月
二
十
二
日
㈫
を
授
業
予
備

日
と
し
て
新
た
に
設
け
た
。

　

十
五
回
授
業
の
実
施
に
あ
た

り
、
五
月
の
連
休
期
間
中
の
平

日
を
授
業
日
と
し
、
集
中
講
義

の
日
数
を
見
直
す
な
ど
し
て
必

要
日
数
を
確
保
し
た
。
春
学
期
、

秋
学
期
と
も
に
授
業
開
始
日
や

定
期
試
験
開
始
日
な
ど
は
ほ
ぼ

例
年
通
り
。

　

ま
た
、
平
常
授
業
日
と
な
る

祝
日
は
海
の
日（
七
月
十
六
日
）

と
体
育
の
日（
十
月
八
日
）
。

　

野
口
典
子
・
現
代
社
会
学
部

教
授
が
代
表
を
務
め
る
日
本
社

会
福
祉
系
学
会
連
合
「
東
日
本

大
震
災
対
応
委
員
会
災
害
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
究
会
」
の
研

究
課
題
「
東
ア
ジ
ア
の
災
害
時

に
お
け
る
障
害
児
者
・
要
介
護

高
齢
者
に
対
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

と
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
そ
の
普

及
」
が
十
一
月
二
十
九
日
、
㈶

み
ず
ほ
福
祉
助
成
財
団
の
社
会

福
祉
助
成
に
選
ば
れ
た
。
助
成

金
額
は
百
五
十
万
円
、
助
成
期

間
は
二
〇
一

二
年
九
月
ま

で
。

　

野
口
教
授

ら
は
、
災
害

弱
者
と
な
り
う
る
障
害
児
者
・

要
介
護
高
齢
者
に
対
し
、
災
害

を
想
定
し
た
地
域
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
や
中
国
・

四
川
大
地
震
、
台
湾
・
大
洪
水

な
ど
の
災
害
時
支
援
な
ど
を
参

　

法
学
部
の
古
川
浩
司
准
教
授

ら
の
著
書
『
日
本
の
国
境
・
い

か
に
こ
の
「
呪
縛
」
を
解
く

か
』
（
岩
下
明
裕
編
著
、
北
海

道
大
学
出
版
会
）
が
十
月
二
十

二
日
、
第
二
十
四
回
地
方
出
版

文
化
功
労
賞（
ブ
ッ
ク
イ
ン
と

っ
と
り
主
催
）
を
受
賞
し
た
。

　

古
川
准
教
授
は
全
九
章
の
中

の
第
六
章
を
担
当
。
「
国
境
地

域
の
挑
戦
：
自
治
体
主
導
の

「
国
際
政
策
」
に
む
け
て
」と
題

し
、
北
海
道
稚
内
市
、
長
崎
県

対
馬
市
、
沖
縄
県
石
垣
市
お
よ

び
与
那
国
町
の
事
例
を
も
と
に

自
治
体
主
導
の
「
国
際
政
策
」

の
背
景
、
現
状
お
よ
び
そ
の
意

義
と
問
題
点
を
論
じ
、
そ
れ
ら

の
地
域
に
お
け
る「
国
際
政

策
」
の
更
な
る
発
展
の
た
め
の

産
・
官
・
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
を
提
案
し
た
。

考
に
し
つ
つ
東
ア
ジ
ア
圏
共
通

の
災
害
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実

践
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

名
誉
教
授

（
元
法
務
研
究
科
教
授
）

橋
詰　

洋
三
さ
ん

（
は
し
づ
め
・
よ
う
ぞ
う
）

十
月
十
五
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

73
歳
。
65
〜
09

年
在
職
。
労
働
法
。

名
誉
教
授

（
元
教
養
部
教
授
）

古
橋　

義
之
さ
ん

（
ふ
る
は
し
・
よ
し
ゆ
き
）

十
一
月
二
十
三

日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
83
歳
。

56
〜
98
年
在
職
。フ
ラ
ン
ス
語
。

　

本
書
は
大
坂
（
阪
）
の
俳
人

李
天
が
編
集
し
、
江
戸
時
代
中

期
の
宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に

出
版
さ
れ
た
半
紙
本
二
巻
二
冊

の
俳
諧
選
集
。
万
海（
益
友
）、

舎
羅
、
才
麿
、
文
十
ら
大
坂
俳

人
を
中
心
に
連
句（
歌
仙
）や
発

句
を
四
季
別
に
収
め
る
。

　

李
天
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
題

号
を
「
元
の
水
」
と
し
た
の
は

『
太
平
記
』
等
に
見
え
る
北
条

時
頼
（
鎌
倉
幕
府
五
代
執
権
）

の
歌
「
難
波
潟
汐
干
に
遠
き
月

影
も
又
も
と
の
江
に
澄
ざ
ら
め

や
は
」
を
慕
っ
て
の
こ
と
だ
と

い
う
。
大
坂
出
来
の
俳
書
で
あ

る
こ
と
の
主
張
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
李
天
の
師
で
あ

　

本
学
図
書
館
は
、
文
学
部
が
中
心
に
な
る
形
で
一
九
七
一

年
か
ら
、
教
材
・
研
究
用
の
和
本
を
計
画
的
に
購
入
し
て
き

た
。
一
九
九
五
年
に
は
、
そ
の
う
ち
貴
重
書
百
四
点
の
解
題

と
国
書
の
目
録
を
収
録
す
る
『
中
京
大
学
図
書
館
蔵
国
書
善

本
解
題
』
を
刊
行
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
後
に
収
集
し
た
貴

重
書
を
、
毎
号
一
点
ず
つ
紹
介
し
て
ゆ
く
。

る
来
山
は
、
跋
文
で
『
方
丈

記
』
冒
頭
文
中
の
「
も
と
の
水

に
あ
ら
ず
」を
引
き
、「
軽
薄
我

慢
の
誹
芥
（
薄
っ
ぺ
ら
で
独
り

よ
が
り
な
つ
ま
ら
な
い
句
）を

渤　

（
渤
海
）に
引
流
し
て
も

と
の
水
の
清
き
に
押
う
つ
さ

む
」
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
別

の
解
釈
を
記
す
。
敢
え
て「
芥
」

の
字
を
用
い
る
な
ど
、
こ
れ
自

体
が
俳
諧
的
で
あ
る
。

『
元
の
水
』
は
国
文
学
研
究
資

料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
版
本
二
点
と

写
本
一
点
が
録
さ
れ
る
の
み
。

本
学
所
蔵
本
は
、
刊
行
後
早
期

の
刷
り
の
美
本
。
宝
永
期
の
大

坂
俳
壇
な
ら
び
に
来
山
一
門
の

動
向
を
伝
え
る
、
好
も
し
い
一

本
で
あ
る
。

（
文
学
部
教
授　
　
　

　
　
　

柳
沢　

昌
紀
）

り
て
ん

・
・
・
・

・
・
・

・

も
と

ら
い
ざ
ん

ぼ
っ
か
い

月 日（曜日） 行　　　　　　事
春学期

3

4

23㈮～27㈫
入学式
履修登録（2～4年）

1㈰
履修・学生生活ガイダンス（1年）2㈪

3㈫

5㈭

学部ガイダンス（1年）
履修相談会（1年）
履修登録（1年）4㈬
授業開始
履修時間割開示（全学年）
履修登録追加（1・2年）

履修修正
（6日は3・4年、9日以降は全学年）6㈮～12㈭

28㈯ 休講（5/17日振替）
17㈭ 梅村学園創立記念日（平常授業）
18㈮ 中京大学創立記念日（平常授業）5

16㈪

集中講義
成績開示（4年・情報理工学部2年）

海の日（平常授業）

24㈫～31㈫ 定期試験
23㈪ 平常授業終了

1㈬～6㈪

追試験・再試験30㈭～9/5㈬
10㈪

27㈪

成績開示（全学年）

7

8

9

月 日（曜日） 行　　　　　　事
秋学期

13㈭～18㈫

21㈮～27㈭

2㈮～4㈰

履修登録（全学年）
履修時間割開示（全学年）
履修登録追加（1・2年）
授業開始

20㈭

21㈮
履修修正
（21日は3・4年、24日以降は全学年）

体育の日（平常授業）

9

8㈪

大学祭（休講）
30㈫ 創立者祭（平常授業）10

7㈪
21㈪

23㈬～30㈬

年内平常授業終了21㈮
平常授業再開
平常授業終了
定期試験

12
11

1

2
18㈪～22㈮

8㈮

12㈫～15㈮

追試験・再試験
成績開示（4年・情報理工学部2年）
集中講義

19㈫ 卒業式
18㈪ 成績開示（全学年）

卒業・進級判定発表
（4年・情報理工学部2年）

3

13㈬

2012年度 学年暦決まる

2012年度 学年暦

学
期
の
授
業
は
15
回

古
川 

浩
司
准
教
授（
法
学
部
）ら

地
方
出
版
文
化
功
労
賞

野
口 

典
子
教
授（
現
代
社
会
学
部
）ら

み
ず
ほ
福
祉
助
成
財
団 

研
究
助
成

訃　

報

❖ 

俳
諧 

元
の
水 

（
貴
１
２
０
）

江
戸
時
代

大
阪
俳
壇
の

動
向
伝
え
る

１

（４）中 京 大 学 広 報 2012年1月31日㈫第170号



　

本
学
は
米
国
ノ
ー
ス
・
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ナ
州
に
あ
る
ウ
ェ
ス
タ

ン
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学（
写

真
）と
交
換
留
学
協
定
を
締
結

し
た
。
交
換

留
学
の
本
学

の
個
別
協
定

校
は
計
十
六

大
学
、
米
国

で
は
七
大
学

と
な
る（
別
表
）。同
大
学
は
一

八
八
九
年
創
立
の
州
立
大
学
で
、

前
身
が
教
員
養
成
学
校
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
教
育
学
に
強
み

を
持
っ
て
い
る
。
I
S
E
P
の

加
盟
大
学
で
、本
学
と
の
間
に

す
で
に
派
遣
（
一
人
）
・
受
入

（
二
人
）
の
実
績
が
あ
る
。

　

同
大
学
は
カ
ロ
ウ
ィ
ー
と
い

う
山
あ
い
の
小
さ
な
町
に
美
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
っ
て
お

り
、
学
生
数
は
一
万
人
。
中
で

も
日
本
語
ク
ラ
ス
を
履
修
す
る

学
生
が
急
増
し
て
お
り
、
日
本

に
お
け
る
交
換
留

学
の
派
遣
先
を
探

し
て
い
た
。

　

ウ
ェ
ス
タ
ン
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ナ
大
学
と
の
交
換
留
学
が
ス
タ

ー
ト
す
る
の
は
二
〇
一
二
年
九

月
。
本
学
か
ら
同
大
学
に
三
人

を
派
遣
す
る
予
定
。

　

協
定
校
の
拡
大
に
よ
り
、
交

換
留
学
を
志
す
本
学
の
学
生
に

と
っ
て
、最
大
の
派
遣
先
と

な
っ
て
い
る
I
S
E
P
加
盟
校

に
加
え
、
さ
ら
に
留
学
先
の
選

択
肢
が
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

二
〇
一
二
年
度
か
ら
、
セ
メ

ス
タ
ー
留
学
の
米
国
留
学
先
と

し
て
、
メ
リ
ル
ハ
ー
ス
ト
大
学

（
オ
レ
ゴ
ン
州
）と
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
大
学（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
）が

新
た
に
加
わ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

留
学
先
は
ア
メ
リ
カ
三
大
学
、

カ
ナ
ダ
、イ
ギ
リ
ス
各
二
大
学

の
計
七
大
学
と
な
る
。（
別
表
）

　

セ
メ
ス
タ
ー
留
学
は
秋
学
期

の
一
学
期
間
、
英
語
圏
の
大
学

の
付
属
の
英
語
学
校
に
通
っ
て

集
中
的
に
英
語
を
学
ぶ
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
T

O
E
I
C
の
ス

コ
ア
が
平
均
一

〇
〇
点
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
実
践
的
な
英
語
力
が

身
に
つ
く
他
、
三
年
生
で
留
学

し
て
も
就
職
活
動
に
影
響
が
な

い
こ
と
か
ら
、
留
学
す
る
学
生

が
増
え
て
お
り
、
二
〇
一
一
年

度
は
三
十
四
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
新
た
な
メ
リ
ル
ハ
ー
ス

ト
大
学（
写
真
㊤
）は
、
オ
レ
ゴ

ン
州
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
小
規
模
な
大

学
。
十
八
週
間
の
語
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
で
六
週
間
の
就
業
体

験
が
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
持
つ
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
大
学（
写
真

㊦
）は
、
東
海
岸
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
に
あ
る
学
生
数
一
万
八
千

人
の
総
合
大

学
。
付
属
の

語
学
学
校
は

少
人
数
制
で

日
本
人
学
生

が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
が

特
徴
だ
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
三
年

生
を
対
象
に
、
自
己
Ｐ
Ｒ
や
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
実

践
的
な
対
策
講
座
「
い
つ
で
も

学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」
を
十
一
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
は
、
会
社
訪
問

や
集
団
面
接
等
を
し
て
い

く
中
で
生
じ
る
学
生
た
ち

の
疑
問
や
問
題
点
に
随
時

対
応
で
き
る
よ
う
に
と
毎

日
三
講
座
開
設
し
て
い
る

（
三
月
末
ま
で
の
平
日
）。

各
講
座
と
も
定
員
は
五
〜

十
人
で
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
個
々
の
ケ
ー

ス
に
即
し
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
中
心
に
、
き
め
細
か
な

対
応
を
し
て
い
る
。

　

予
約
制
（
前
日
ま
で
申
し
込

み
可
）。講
座
に
よ
っ
て
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
提
示
す
る
事
前
課

題
の
提
出
が
必
須
と
な
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
学
生

た
ち
が
段
階
的
に
、
計
画
的
に

就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
に
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
本
格
的
に
活
動

す
る
三
年
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト

（
左
表
）は
充
実
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
就
職

活
動
が
長
引
き
思
う
よ
う
な
結

果
が
出
せ
な
い
で
い
る
学
生

や
、
公
務
員
ま
た
は
教
員
採
用

試
験
（
五
―
八
月
）
受
験
後
に

進
路
を
一
般
企
業
に
変
更
し
た

学
生
に
対
し
て
就
職
活
動
フ
ォ

ロ
ー
講
座
（
六
・
七
月
）や
合

同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
（
六
、七
、

九
、
十
二
月
）
、
就
職
活
動
リ

ス
タ
ー
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス（
九

月
）、
卒
業
前
就
職
セ
ミ
ナ
ー

（
二
月
）
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は

「
中
小
企
業
を
中
心
に
優
良
な

企
業
か
ら
の
求
人
も
引
き
続
き

あ
る
の
で
、諦
め
ず
に
頑
張
っ

て
欲
し
い
」と
話
し
て
い
る
。

国際センター国際センター国際センタ国際センタ国際センタ

３年生対象 キャリアセンターサポートの流れ

交換留学　個別協定16校
●ウェスタン・キャロライナ大学（米国）
●マサチューセッツ大学ボストン校（米国）
●南カリフォルニア大学（米国）
●カリフォルニア州立大学チコ校（米国）
●クレムソン大学（米国）
●マーシャル大学（米国）
●ケネソー州立大学（米国）
●グリフィス大学（オーストラリア）
●南オーストラリア大学（オーストラリア）
●サンシャインコースト大学（オーストラリア）
●蘇州大学（中国）
●復旦大学（中国）
●梨花女子大学校（韓国）
●東亜大学校（韓国）
●グローニンゲン大学（オランダ）
●ノッティンガム大学（イギリス）

セメスター留学先7校
●メリルハースト大学（米国）
●コネチカット大学（米国）
●ウィスコンシン大学ラクロス校（米国）
●トロント大学（カナダ）
●トンプソン･リバーズ大学（カナダ）
●イーストアングリア大学（イギリス）
●エクセター大学（イギリス）

4月

気づく

学ぶ

実践

10月

2月

キャリアナビ（キャリアセンターHP）
イベント告知・申込・事前課題・復習、

就活体験記、企業情報、就活ガイド、マナーなど

就職活動対策イベント（大教室スクール形式）

学部別就職ガイダンス春

学部別就職ガイダンス秋

就職サイト説明会春・SPI2無料模擬試験

就職サイト説明会秋

業界・職種研究会
内定者編、OB・OG編、企業編

自己
分析

自己PR
志望動機 ES 就　活

ガイド
グループ
ディスカッション

集団
面接

企業セミナー
スクール形式、ブース形式

※2012年度予定

インターンシップ
ガイダンス・マナー講座、実施・報告会

いつでも学べるシリーズ（5月～翌年3月）
キャリアカウンセラー・学生アドバイザー

個別カウンセリング（通年）
キャリアカウンセラー・学生アドバイザー

キャリアナビ　SPI2　e-ラーニング

就職活動

連
日
、大
勢
の
学
生
た
ち
が
訪
れ
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ス
タ
ン・
キ
ャ
ロ

ラ
イ
ナ
大
学（
米　
　

国
）と

交
換
留
学
協
定

セ
メ
ス
タ
ー
の
留
学
先

新
た
に
米
国
２
大
学

就
職
先
未
決
定
の
４
年
生

向
け
に
も
様
々
な
支
援

毎
日
３
講
座
、少
人
数
制

就 
職 
支 

援
実
践
的
な
対
策
講
座
「
い
つ
で
も
学
べ
る
シ
リ
ー
ズ
」

（５） 中 京 大 学 広 報 2012年1月31日㈫第170号



　

私
は
、
就
職
活
動
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る

「
理
想
の
自
分
」
に
近
づ
く
た

め
の
「
通
過
点
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
分
析
を

「
今
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
直

し
、
理
想
の
自
分
を
考
え
る
も

の
」
、
企
業
・
業
界
研
究
を

「
理
想
の
自
分
に
近
づ
く
た
め

の
よ
り
良
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
探

す
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
前
向

き
に
捉
え
て
い
ま
し
た
。

　

絶
対
に
理
想
の
自
分
に
な
る

と
い
う「
野
心
」を
持
ち
続
け
、

活
動
し
ま
し
た
。
必
要
が
あ
れ

ば
、
東
京
や
大
阪
に
も
何
十
回

と
足
を
運
び
、
そ
の
移
動
時
間

で
新
聞
や
経
済
誌
、
業
界
本
に

目
を
通
す
。
家
に
帰
っ
て
か
ら

は
、
納
得
が
行
く
ま
で
履
歴
書

を
何
度
も
書
き
直
し
、
気
が
つ

け
ば
朝
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

ま
ま
面
接
に
行
く
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
途

中
で
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、「
就

職
活
動
に
か
け
る
時
間
・
体

力
・
お
金
な
ど
す
べ
て
は
自
分

の
将
来
へ
の
投
資
で
あ
る
」
。

そ
う
考
え
る
こ
と
で
、
モ
チ

　

私
は
将
来
、
薬
の
効
果
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
両
面
で
多

く
の
人
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
春

か
ら
薬
を
扱
う
職
に
つ
く
こ
と

が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
多
く
の

方
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
薬
の
力
だ
け
で
は

困
っ
て
い
る
全
て
の
人
々
を
助

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
の
体
操
教
室
や
キ
ャ

ン
プ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
活
動
を

行
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
に

所
属
し
て
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
活

動
で
自
閉
症
の
子
と
出
会
っ
た

時
の
こ
と
で
す
。
最
初
は
他
の

子
ど
も
た
ち
と
普
段
何
気
な
く

行
っ
て
い
る
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

相
手
の
表
情
や
行
動
か
ら
心
の

動
き
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
三
泊
四
日
の
キ

ャ
ン
プ
を
過
ご
し
、
会
話
以
外

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

を
学
び
ま
し
た
。

　

就
活
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

体
育
学
部
在
籍
で
薬
の
知
識
を

専
門
的
に
学
ん
で
い
な
い
私
は

現
在
、
薬
理
学
の
勉
強
を
始
め

て
い
ま
す
。
入
社
し
て
か
ら
半

　

私
の
企
業
選
び
は
、
地
元
を

出
な
い
、
営
業
は
や
ら
な
い
、

土
日
休
み
な
ど
の
条
件
で
絞
り
、

そ
れ
に
も
増
し
て
興
味
の
あ
る

内
容
で
専
門
的
、
直
感
で
〝
面

白
い
〞
と
思
え
る
仕
事
に
就
く

こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
言
っ
て
い
た
ら
就
職

で
き
な
い
と
何
度
も
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
ず
っ
と
働
く
場
所
だ

か
ら
希
望
を
通
し
ま
し
た
。

　

企
業
選
び
の
条
件
が
多
い
の

で
、
マ
ッ
チ
す
る
企
業
を
探
す

の
に
一
苦
労
し
ま
し
た
。
周
り

が
十
二
月
頃
か
ら
説
明
会
に
参

加
す
る
の
を
見
て
焦
り
を
感
じ

ま
し
た
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
を
心

が
け
ま
し
た
。
企
業
訪
問
等
を

開
始
し
た
の
は
三
年
生
の
二
月
、

就
活
は
五
月
で
終
え
ま
し
た
。

　

面
接
を
受
け
た
の
は
七
社
。

数
が
少
な
い
分
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
企
業
研
究
に
た
っ
ぷ
り
時
間

を
割
け
ま
し
た
。
面
接
は
楽
し

く
、
面
接
官
を
一
回
は
笑
わ
せ

る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
挑
み
ま

し
た
。
ス
ペ
イ
ン
に
留
学
し
た

時
の
食
べ
物
に
つ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
時
の
思
い
出

な
ど
。
雑
談
力
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
社
長
面
接
で
二
時
間

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
続
け
て
い

ま
し
た
。

「
今
や
る
べ
き
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
む
」
。
こ
の
姿
勢
は
就

職
活
動
を
終
え
た
今
で
も
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
職

活
動
と
い
う
一
つ
の
通
過
点
。

後
輩
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の

通
過
「
点
」
と
そ
の
先
に
あ
る

理
想
の
「
点
」
と
を
結
び
、
一

つ
の
「
線
」
と
し
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

半
、
一
対
一
で
話
し
込
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

わ
が
ま
ま
を
通
し
た
就
活
で

し
た
が
、
地
元
の
土
日
休
み
の

会
社
で
お
菓
子
の
商
品
開
発
と

い
う
と
て
も
〝
面
白
そ
う
″
な

仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

「
私
な
り
の
就
活
、
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
無

理
を
せ
ず
、
自
分
流
の
就
活
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
間
の
医
薬
に
関
す
る
研
修
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
薬
学
部

生
と
の
六
年
の
差
を
少
し
で
も

縮
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
々
に
、
良
い
影
響

を
与
え
る
Ｍ
Ｒ
（
医
薬
情
報
担

当
者
）
に
な
る
」
と
い
う
目
標

を
忘
れ
ず
、
病
で
苦
し
ん
で
い

る
人
々
を
一
人
で
も
多
く
救
う

た
め
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言

動
・
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
十
二
年
三
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
（
十
二
月
一
日

現
在
）
は
七
一
・
九
％
で
過
去
最
低
の
前
年
同
期
を
三
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
が
、
以

前
低
い
水
準
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

厳
し
い
就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
き
、
人
気
企
業
や
優
良
企
業
に
内
定
し
た
学
生
四
人
と
教
員
採

用
試
験
に
合
格
し
た
学
生
に
、「
入
社
後
、
具
体
的
に
何
を
し
た
い
か
」「
入
社
ま
で
に
自
分
を

ど
う
高
め
る
か
」
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
就
職
活
動
に
つ
い
て
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。

　報システム、大塚商会、稲畑産業、岡谷鋼機、
持田製薬、丸文、加藤産業、トーメンエレクトロニク
ス、あらた、伊藤忠食品、フォーバル、アルフレッサ、
日通商事、興和、タキヒヨー、国分、東海物産、三
菱電機住環境システムズ、リコージャパン、鈴与商
事、渡辺パイプ、瀧定名古屋、トーカン、旭食品、パ
ナソニックコンシューマーマーケティング、進和、初
穂商事、中北薬品、名鉄協商、豊通ケミプラス、三
菱商事テクノス、ミタチ産業、ダイドー、東陽、タク
ティー、八神製作所、オービックオフィスオートメー
ション、イズミック、ゴムノイナキ、中央工機、オリ
バー、平和紙業、ジャクエツ、ニトリホールディング
ス、大塚家具、ソニーリージョナルセールス、ローソ
ン、セブン‐イレブン・ジャパン、ファミリーマート、サー
クルＫサンクス、ジェイアール東海パッセンジャーズ

サービス業
綜合警備保障、メイテック、パソナ、テンプスタッフ・
ピープル、エヌ･ティ･ティマーケティングアクト、アイ
シン・エンジニアリング、ミキハウス、ＮＥＣフィール
ディング、リコーテクノシステムズ、名古屋第二赤
十字病院、福法愛生福祉会、日本赤十字社血漿
分画センター、愛知県厚生農業協連、三重県厚
生農業協連、愛知県経済農業協連、ぎふ農業、あ
いち知多農業、西美濃農業、とぴあ浜松農業、あ
いち中央農業、鈴鹿農業、インターネットイニシア
ティブ、インテック、オービックビジネスコンサルタン
ト、ＮＳＤ、中電シーティーアイ、日立情報制御ソ

リューションズ、ドコモ・システムズ、三菱電機コント
ロールソフトウエア、富士通中部システムズ、日立
システムバリュー、パナソニックＦＳエンジニアリン
グ、中部日本電気ソフトウェア、ＮＴＴデータ・フィナ
ンシャルコア、ジェイアール東海情報システム、セイ
ノー情報サービス、エヌ・ティ・ティ・データ東海、アイ
シン・コムクルーズ、トヨタ情報システム愛知、三重
電子計算センター、ヤフー、日本自動車連盟、明治
電機工業、ＣＤＳ、トヨタテクニカルディベロップメ
ント、豊田ハイシステム、トヨタパーソナルサポート、
エーエヌエースカイパル、トーマツイノベーション、税
理士法人中央総研、名南経営、ワタキューセイモ
ア、トーカイ、リクルート、毎日コミュニケーションズ、
エン・ジャパン、時事通信社、ベネッセホールディン
グス、河合塾、秀英予備校

公務
国家公務員Ⅱ種（行政・東海北陸）、裁判所事務
官Ⅱ種、国税庁、防衛省（二種行政職）、特別区
人事・厚生事務組合(東京特別区)、静岡県庁、
愛知県庁、岐阜県庁、静岡市役所、名古屋市役
所、岐阜市役所、長野県教育委員会、静岡県教
育委員会、愛知県教育委員会、名古屋市教育
委員会、岐阜県教育委員会、京都府教育委員会、
大阪府教育委員会、警視庁、静岡県警察本部、
愛知県警察本部、岐阜県警察本部、三重県警
察本部、大阪府警察本部、東京消防庁、名古屋
市消防局

ゴ
ー
ル
は
理
想
の
自
分

就
活
は
一
つ
の
通
過
点

日
本
土
地
建
物
㈱

こ
だ
わ
っ
た
企
業
選
び

希
望
満
た
す
７
社
面
接

春
日
井
製
菓
㈱

就
活
後
の
今
、
猛
勉
強

薬
学
部
生
と
の
差
縮
め

武
田
薬
品
工
業
㈱

加
藤 

貴
弘
さ
ん

法
学
部

黒
崎 

創
太
さ
ん

体
育
学
部

半
田 

尚
子
さ
ん

国
際
教
養
学
部

将
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
就
活

内
定
後
さ
ら
に
自
己
研
鑽
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「
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と

だ
け
が
全
て
じ
ゃ
な
い
」
。
私

が
今
回
教
員
採
用
試
験
を
突
破

し
て
強
く
感
じ
た
こ
と
で
す
。

　

就
職
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

本
格
的
に
意
識
し
始
め
た
の

は
、
大
学
二
年
の
秋
学
期
か
ら

で
し
た
。
一
般
企
業
へ
の
就
職

も
考
え
て
い
た
私
は
、
学
部
固

有
の
経
済
関
係
の
授
業
を
受
講

し
て
日
本
の
企
業
や
世
界
か
ら

見
た
日
本
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
授
業
で
の
研
修

や
、
学
部
固
有
の
海
外
研
修
を

通
じ
て
「
日
本
」
と
い
う
国
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
四
年
生
の
春
学
期
に

は
教
育
実
習
に
行
き
、「
勉
強
を

教
え
る
だ
け
が
教
師
の
仕
事
で

「
自
分
自
身
や
出
身
大
学
に
誇

り
を
持
っ
て
い
る
君
だ
か
ら
、

誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
く
れ
る

に
違
い
な
い
」
。
内
定
先
企
業

の
人
事
担
当
者
が
、
採
用
の
決

め
手
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
大
学
入
学
当
初
の
私
で

は
、
も
ら
う
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
言
葉
で
す
。

　

大
学
生
活
、
就
職
活
動
を
通

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
と
真

剣
に
向
き
合
い
、「
人
」と
関
わ

り
合
う
こ
と
で
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
し
た
時
、

電
話
サ
ポ
ー
ト
部
門
の
先
輩
か

ら
、
苦
情
電
話
で
お
客
に
怒
ら

れ
辛
い
経
験
を
幾
度
と
な
く
し

て
い
る
こ
と
、
気
配
り
の
で
き

る
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
に
恵

ま
れ
、
結
束
力
も
強
い
こ
と
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。
企
業
セ
ミ

ナ
ー
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
様
々
な
内
面
を
知
り
ま

し
た
。
精
神
的
に
辛
い
仕
事
だ

と
い
う
思
い
は
強
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。

　

自
分
の
過
去
と
志
望
企
業
の

様
々
な
内
面
を
受
け
止
め
る
こ

と
で
、
自
分
の
こ
と
も
企
業
の

は
な
い
」
と
い
う
事
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。
理
想
だ
け
で
は

務
ま
ら
な
い
仕
事
だ
と
い
う
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も「
生
徒
を
信
じ
る
」こ
と

の
重
要
性
を
確
信
し
ま
し
た
。

　

日
々
変
化
す
る
経
済
の
出
来

事
は
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
瞬
間
に
働
い
て
い

る
人
々
の
思
い
や
苦
労
は
書
い

て
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
授
業
を

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

と
い
う
こ
と
は
指
導
要
領
を
参

考
に
す
れ
ば
い
い
で
す
が
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
の
背
景
や
気

持
ち
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。

面
接
で
は
そ
の
教
科
書
が
教
え

て
く
れ
な
い
こ
と
を
中
心
に

「
自
分
」
を
表
現
し
、
自
分
な

り
の
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

　

私
は
一
教
員
と
し
て
、
英
語

を
通
じ
て
生
徒
た
ち
が
世
界
を

知
る
手
助
け
を
し
て
い
き
ま

す
。

こ
と
も
好
き
に
な
っ
て
就
職
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、考
え
や
進

む
方
向
に
迷
っ
た
ら
、一
人
で

考
え
込
ま
ず
に
ぜ
ひ
誰
か
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
自
分

を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
就
職
活
動
は
成
長
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
。
自
分
自
身
に
誇
り

を
も
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

二
〇
一
一
年
度
教
員
（
公
立
学

校
）
採
用
試
験
の
現
役
学
生
の
合

格
者
は
六
十
二
人
で
、
昨
年
の
四

十
四
人
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
学

校
別
の
内
訳
は
小
学
校
二
十
七
人
、

中
学
校
二
十
三
人
、
高
等
学
校
九

人
、
特
別
支
援
学
校
三
人
。
学
部

別
で
は
体
育
学
部
が
最
も
多
く
五

十
一
人
で
、
文
学
部
六
人
、
国
際

英
語
学
部
四
人
、
現
代
社
会
学
部

一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

卒
業
生
（
既
卒
者
）
を
含
め
た

今
年
度
の
合
格
者
は
二
百
人
で
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
地
域
別
内

訳
は
愛
知
県
が
九
十
人
、
名
古
屋

市
十
八
人
、
三
重
県
九
人
、
大
阪

府
と
兵
庫
県
六
人
、
滋
賀
県
と
和

歌
山
県
が
各
五
人
の
順
。
東
北
か

ら
九
州
地
方
ま
で
全
国
三
十
八
の

府
県
や
市
で
採
用
試
験
合
格
者
が

出
て
い
る
。

※
合
格
者
数
は
一
月
十
一
日
現
在

の
数
字
で
、
都
道
府
県
市
の
各
教

育
委
員
会
お
よ
び
個
人
か
ら
の
報

告
を
基
に
教
務
課
が
集
計
。
判
明

分
の
み
。
補
欠
合
格
を
含
む
。

建設業
大成建設、積水ハウス、大和ハウス工業、旭化成
ホームズ、住友林業、パナホーム、ミサワホーム東
海、セキスイハイム中部、トヨタホーム名古屋、大
東建託、東建コーポレーション、トーエネック

不動産業
三井不動産販売、住友不動産販売、積和不動産
中部、名鉄不動産、サンヨーハウジング名古屋、日
本土地建物

電気・ガス・水道・熱供給業
中部電力、東邦液化ガス

金融・保険業
三菱東京ＵＦＪ銀行、三井住友銀行、みずほ銀行、
りそな銀行、中央三井信託銀行、千葉銀行、北陸
銀行、福井銀行、十八銀行、大垣共立銀行、十六
銀行、名古屋銀行、愛知銀行、中京銀行、百五銀
行、三重銀行、第三銀行、広島銀行、東海労金、
岐阜信金、岡崎信金、碧海信金、瀬戸信金、ゆう
ちょ銀行、トヨタファイナンス、野村證券、大和証券
グループ本社、みずほ証券、みずほインベスターズ
証券、東海東京証券、ＳＭＢＣフレンド証券、ＳＭＢ
Ｃ日興証券、岡三証券、東京海上日動火災保険、
三井住友海上火災保険、あいおいニッセイ同和
損害保険、損害保険ジャパン、日本生命保険、か
んぽ生命保険、明治安田生命保険、第一生命保
険、住友生命保険、名古屋市信用保証協会、全
国共済農業協連、愛知県信用農業協連、三重県

おやつカンパニー、ウッドワン、セブン工業、凸版印
刷、竹田印刷、シイエム・シイ、ＤＮＰ中部、笹徳印
刷、スクウェア・エニックス・ホールディングス

運輸・通信業
上組、郵船ロジスティクス、名港海運、ケイラインロ
ジスティックス、住商グローバル・ロジスティクス、愛
知海運、アドバンスト・ロジスティックス・ソリューショ
ンズ、日本通運、福山通運、佐川急便、トナミ運輸、
トランコム、東海西濃運輸、丸太運輸、カリツー、Ａ
ＮＡ中部空港、全日本空輸、スターフライヤー、東
日本旅客鉄道、東海旅客鉄道、西日本旅客鉄道、
近畿日本鉄道、名古屋鉄道、日鐵物流、太平洋
フェリー、フジトランスコーポレーション、三井倉庫、
日本トランスシティ、東陽倉庫、ＪＴＢ中部、ＪＴＢ東
海、近畿日本ツーリスト、エイチ・アイ・エス、ジェイ
アール東海ツアーズ、名鉄観光サービス、エヌ・
ティ・ティ・ドコモ、西日本電信電話、ヤマト運輸、中
部テレコミュニケーション、エヌ・ティ・ティネオメイト、
郵便局

卸売・小売業，飲食店
ゼビオ、アルペン、日本トイザらス、ガステックサービ
ス、三洋堂書店、日本マクドナルド、日清医療食品、
スズケン、ブラザー販売、Ｐａｌｔａｃ、ダイワボウ情　

信用農業協連
製造業

トヨタ自動車、豊田自動織機、デンソー、ヤマハ発
動機、アイシン・エィ・ダブリュ、東海理化電機製作
所、フタバ産業、日本車輌製造、トヨタ紡織、トヨタ
車体精工、富士機工、豊田　工、安永、三五、オ
ムロン、東芝テック、住友電装、マスプロ電工、アイ
ホン、富士通テン、長野日本無線、日本特殊陶業、
ニチハ、石塚硝子、森精機製作所、マキタ、アマノ、
シーケーディ、オーエスジー、大豊工業、新東工業、
名機製作所、スギノマシン、アイホー、川本製作所、
フジキカイ、東海ゴム工業、ムーンスター、美津濃、
ＹＫＫグループ（ＹＫＫ、ＹＫＫ ＡＰ）、未来工業、東リ、
コクヨ、パイロットインキ、日本たばこ産業、ナカバヤ
シ、東海紙器、タカラスタンダード、クリナップ、リン
ナイ、パロマ、東郷製作所、武田薬品工業、日亜
化学工業、大正製薬、ＭＳＤ、科研製薬、塩野義
製薬、小野薬品工業、久光製薬、アルフレッサ
ファーマ、大洋薬品工業、大鵬薬品工業、サノ
フィ・アベンティス、ノバルティスファーマ、グラクソ・
スミスクライン、ジョンソン・エンド・ジョンソン、ノボノ
ルディスクファーマ、ミルボン、ホーユー、アラクス、
ユーシン、愛知時計電機、大同特殊鋼、大同キャ
スティングス、日本食研ホールディングス、伊藤園、
東洋水産、山崎製パン、コカ・コーラセントラルジャ
パン、フジパングループ本社、敷島製パン、ブルボ
ン、イチビキ、ミツカングループ本社、春日井製菓、

2011年度

現役

27

23

9

0

3

0

62

35

45

31

3

24
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4

0
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0
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4

1

3

0

25

29
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36

1

29

0

152

177

既卒 現役 既卒

単位（人）

現役 既卒

小学校教諭

中学校教諭

高等学校教諭

中学校・高等学校教諭

特別支援学校教諭

養護教諭

合計

2010年度 2009年度

誇
り
を
持
ち
就
職
活
動

辛
さ
魅
力
、両
面
を
理
解

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

人
の
思
い
や
背
景
考
え

二
次
面
接
で
自
己
表
現

2011年度 教員採用試験

現役合格62人
既卒は138人

教員採用試験合格者数

長
野
県
教
育
委
員
会

峯
村 

明
果
さ
ん

情
報
理
工
学
部

金
原　

悠
さ
ん

国
際
英
語
学
部

主な内定先一覧
2011年度
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情
報
理
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
遠
藤
研
究
室
（
担

当
・
遠
藤
守
准
教
授
）の
学
生
チ

ー
ム
が
十
月
二
十
九
日
、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
コ
ン
テ

ス
ト
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
主
催
の

ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
実
施
）で
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
開
発
部
門
と

ア
イ
デ
ア
部
門
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

　

開
発
部
門
に
は
、
軽

尾
隆
広
さ
ん（
３
年
）ら

の
作
品「
星
座
検
索
ア

プ
リ　

ほ
し
ぽ
ち
さ
〜

ち
！
」
が
五
十
七
件
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。
同

ア
プ
リ
は
、
星
空
を
眺
め
て
い

る
人
が
星
の
情
報
を
わ
ず
か
な

操
作
で
検
索
で
き
、星
空
観
賞

を
楽
し
く
し
て
く
れ
る
と
い
う

も
の
。名
古
屋
市
科
学
館
や
名

古
屋
大
学
と
行
っ
て
い
る
共
同

研
究
の
成
果
が
活
か
さ
れ
、
そ

の
高
い
学
術
性
と
技
術
力
が
評

価
さ
れ
た
。

　

ア
イ
デ
ア
部
門
に
は
牧
野
智

仁
さ
ん（
４
年
）の「Bandroid 

―
み
ん
な
で
バ
ン
ド
演
奏
ア
プ

リ
―
」
が
、
二
百
件
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に

よ
る
カ
ン
タ
ン
演
奏
と
メ
ン
バ

ー
間
の
音
声
通
信
に
よ
っ
て
よ

り
H
A
P
P
Y
に
す
る
と
い
う

　

国
際
英
語
学
部
国
際
英
語
学

科
三
年
生
が
十
月
十
四
日
、
十

三
社
計
十
六
人
の
企
業
の
方
を

招
待
し
、
英
語
に
よ
る
研
究
発

表
会
を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。テ

ー
マ
は
〝This 

is 
W
ho 

W
e Are

〞
。 

　

予
選
会
（
七

月
）
で
選
出
し
た

三
組
計
九
人
が
、

現
代
社
会
の
問
題

を
発
表
。
海
外
研

修（
留
学
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

で
積
ん
だ
経
験
や

生
活
の
中
で
得
た

知
識
を
活
用
し
、

学
生
な
ら
で
は
の

視
点
で
解
決
策
を
提
案
し
た
。

企
業
の
方
か
ら
「
カ
ラ
ー
が
し

っ
か
り
出
て
い
た
」
「
楽
し
そ

う
に
発
表
し
て
い
た
の
が
印
象

的
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。
発
表
会
終
了
後
の
懇

親
会
で
は
、
企
業
の
方
々
と
活

発
に
意
見
交
換
が
で
き
た
。

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の

中
に
も
心
地
よ
い
緊
張
感
が
あ

り
、
制
限
時
間
の
一
時
間
三
十

分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

研
究
発
表
会
を
通
し
て
、
国
際

英
語
学
科
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
う
。

（
実
行
委
員
学
生
代
表
・
堀
田

尚
史
）

　

総
合
政
策
学
部
の
宮
川
正
裕

ゼ
ミ
三
年
生
が
枕
の
キ
タ
ム
ラ

（
㈱Kitam
ura Japan

）

と
連
携
し
、
「
携
帯
枕
」
と

「
ア
ロ
マ
カ
バ
ー
」
を
共
同
開

発
し
た
。
枕
は
十
月
二
十
七
日

か
ら
東
急
ハ
ン
ズ
（
名
古
屋
店
、

ア
ネ
ッ
ク
ス
店
）
と
枕
の
キ
タ

ム
ラ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

ゼ
ミ
生
た
ち
は
ク
オ
リ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
心
と

す
る
経
営
学
の
手
法
を
学
ん
で

お
り
、
産
学
連
携
を
通
し
て
実

践
し
、
社
会
人
基
礎
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
行
と
と
も
に
、
行

動
力
・
主
体
性
・
提
案
力
と
い

っ
た
社
会
人
基
礎
力
も
徐
々
に

身
に
付
け
て
い
っ
た
。

　

ゼ
ミ
生
た
ち
は
「
キ
タ
ム
ラ

の
担
当
者
か
ら
、
顧
客
視
点
、

具
体
的
な
仕
様
等
に
つ
い
て
、

厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
が
、
チ

ー
ム
で
協
力
し
乗
り
越
え
て
い

っ
た
」「
商
品
を
手
に
取
っ
た
と

き
、
感
動
し
た
」
と
達
成
感
を

語
っ
た
。

◆

　

こ
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
状
況
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や

中
日
新
聞
、
読
売
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
十
一
月
二
十
五

日
に
開
催
さ
れ
た
「
社
会
人
基

礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
」（
日

本
経
済
新
聞
社
主
催
、
経
済
産

業
省
共
催
）の
中
部
地
区
大
会

で
準
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

関
西
大
学
が
主
催
す
る
「
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
」
（
本
選

会
十
月
一
日
）
で
、
総
合
政
策

学
部
宮
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

（
担
当
・
宮
内
美

穂
准
教
授
）
の
二

チ
ー
ム
が
、
本
選

会
で
の
プ
レ
ゼ
ン

発
表
、
企
業
賞
に

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

た
。

　

両
チ
ー
ム
と
も

協
賛
企
業
八
社
が

提
示
し
た
「
テ
ー

マ
部
門
」
に
応
募
。

本
選
会
で
の
プ
レ

ゼ
ン
出
場
は
五
百
六
十
三
件

（
大
学
の
部
）
の
中
か
ら
五
チ

ー
ム
が
、
企
業
賞
は
五
百
四
十

二
件
の
中
か
ら
八
チ
ー
ム
が
選

ば
れ
た
。
受
賞
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
は
、
協
賛
企
業
の
協
力

に
よ
っ
て
事
業
と
し
て
実
現
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

本
選
で
プ
レ
ゼ
ン
し
た
の
は
、

京
セ
ラ
の
テ
ー
マ
「
ユ
ニ
ー
ク

な
セ
ン
サ
ー
を
用
い
た
新
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
」
に
応
募
し
た
磯

村
滋
美
さ
ん
ら
の
チ
ー
ム
。
家

庭
菜
園
で
作
物
の
収
穫
時
期
の

測
定
が
で
き
る
機
械
「
収
穫
の

極
」
を
提
案
し
た
。

　

企
業
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
テ
ー
マ

「
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
シ
ニ

ア
・
シ
ル
バ
ー
向
け
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
に

応
募
し
た
西
原
綾
菜
さ
ん

ら
の
チ
ー
ム
。
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
に
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ッ
ト
の
提
供
と
チ
ャ
ー
ジ

制
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
プ

ラ
ン「STARBU

CKS 
SENIOR M

ORNING 
CLUB

〜
普
段
と
違
う
お

し
ゃ
れ
な
朝
〜
」
を
提
案

し
た
。

も
の
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
持

つ
機
能
を
十
二
分
に
活
か
し
た

ア
イ
デ
ア
が
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
。

テーマ“Yen To Help”貧困と肥満
の問題を、食事を通して同時に解決
する社会貢献活動を紹介する学生

プ
レ
ゼ
ン
す
る
軽
尾
さ
ん
㊤

受
賞
を
喜
ぶ
牧
野
さ
ん
㊨

枕開発に取り組んだ宮川ゼミ３年生
（中央は宮川教授）

本選でプレゼンする磯村さん、
大橋さん、石田さん、星野さん

企業賞を受賞した西原さん、
加藤さん、田中さん、阪野さん

情報理工
学　　部

ス
マ
ホ 

ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト

開
発
、ア
イ
デ
ア
で
グ
ラ
ン
プ
リ

総合政策
学　　部

国際英語学部

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン・コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

本
選
プ
レ
ゼ
ン
と
企
業
賞

英語力と提案力をＰＲ
企業人招き発表会

総合政策学部

産学連携で「枕」開発
東急ハンズ等で販売

携帯枕アロマカバー

（８）中 京 大 学 広 報 2012年1月31日㈫第170号



　

経
済
学
部
の
学
生
九
グ
ル
ー

プ
が
「
第
四
回
中
部
経
済
学
イ

ン
タ
ー
ゼ
ミ
」（
十
一
月
二
十

六
日
、
会
場
は
本
学
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
参
加
し
、
研

究
成
果
を
発
表
し
た
。

　

同
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
は
中
部
地

区
の
経
済
学
関
連
の
ゼ
ミ
生
が

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

四
年
前
に
発
足
し
、
今
回
は
中

京
、
名
古
屋
、
南
山
、
名
古
屋

市
立
、
愛
知
、
名
古
屋
学
院
、

富
山
の
七
大
学
か
ら
二
十
八
グ

ル
ー
プ
百
六
十
人
の
学
生
が
集

ま
っ
た
。
中
京
大
学
か
ら
は
近

　

情
報
科
学
研
究
科
と
情
報
理

工
学
部
の
宮
﨑
・
山
田
・
遠
藤

研
究
室
の
学
生
十
三
人
が
、
瀬

戸
市
の
進
め
て
い
る
「
地
域
力

向
上
事
業
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
瀬
戸
発
！
ま
る
っ
と
地
域
力
」

を
瀬
戸
市
役
所
と
協
働
で
制
作

し
、
十
月
一
日
に
公
開
さ
れ
た
。

地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
市

民
ら
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い

る
。

　

宮
﨑
・
山
田
・
遠
藤
研
究
室

の
学
生
た
ち
は
瀬
戸
市
と
地
域

に
密
着
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

を
以
前
か
ら
協
働
で
実
施
し
て

い
た
経
緯
も
あ

り
、
今
回
、
依

頼
を
受
け
て
地

域
力
向
上
事
業

に
関
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の

福
安
さ
ん
（
メ

デ
ィ
ア
科
学
専

攻
修
士
２
年
）

は
「
現
在
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
運
営
・
管
理
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
す
る
市
民
へ

の
説
明
会
、
利
用

者
管
理
な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。
と
て
も
良
い
経
験
に

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

藤
ゼ
ミ
、
増
田
ゼ
ミ
、
古
川
ゼ

ミ
、
湯
田
ゼ
ミ
、
風
神
ゼ
ミ
の

学
生
が
参
加
。
各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
後
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
他
大
学

の
教
員
か
ら
の
指
摘
や
ア
ド
バ

イ
ス
は
学
生
た
ち
に
好
評
だ
っ

た
。

　

近
藤
ゼ
ミ
の
秦
綾
香
さ
ん
は

「
他
大
学
の
発
表
は
研
究
テ
ー

マ
、
視
点
、
分
析
方
法
、
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
様
々
で
、

と
て
も
興
味
深
く
、
勉
強
に

な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
を
通

し
て
研
究
の
楽
し
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
感
想
を
語
り
、

卒
論
や
今
後
の
発
表
会
に
生
か

し
て
い
く
と
話
し
て
い
る
。

　

総
合
政
策
学
部
の
坂
田
隆
文

ゼ
ミ
二
・
三
年
生
の
二
チ
ー
ム

が
十
一
月
十
九
日
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
モ
バ
イ
ル
社
会
研
究
所
主

催
「
ケ
ー
タ
イ
社
会
研
究
レ

　

情
報
理
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
の
白
水
始
ゼ
ミ
四
年

生
の
田
島
啓
さ
ん
、
原
田
一
平

さ
ん
、
安
田
遼
さ
ん
と
本
学
情

報
科
学
研
究
科
を
昨
年
修
了
し

た
伊
藤
智
哉
さ
ん
（
二
〇
〇
九

年
情
報
科
学
部
卒
）
の
共
著
論

文
が
十
一
月
二
十
六
日
、
日
本

認
知
科
学
会
第
二
十
八
回
大
会

発
表
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

論
文
タ
イ
ト
ル
は
「
公
式
を

自
力
生
成
す
る
協
調
学
習
過
程

の
効
果
：
ジ
グ
ソ
ー
法
と
協
調

的
な
転
移
課
題
解
決
を
用
い
た

検
討
」。
数
学
を
受
身
で
な
く

積
極
的
に
学
ぶ
に
は
、
公
式
を

教
わ
る
前
に
自
分
で
問
題
に
取

ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
本
選

プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
出
場
し
、
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
賞
と
佳
作
を
受
賞

し
た
。

　

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
の
は

「
マ
マ
ホ
ラ
イ
フ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
〜
主
婦
へ
向
け
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
販
売
促
進
戦
略
〜
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
立
川
一

磨
さ
ん
ら
の
チ
ー
ム
。
佳
作
に

選
ば
れ
た
の
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
楽
し
く
〜

d
o
c
o
t
o
m
o
（
ド
コ
ト

モ
）
の
提
案
〜
」
の
テ
ー
マ
で

り
組
ん
で
考
え
た
こ

と
を
仲
間
と
話
し
合

う
こ
と
が
役
に
立
つ

こ
と
を
示
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
指
導
教
員
の

白
水
始
准
教
授
が
進
め
て
い
る

研
究
テ
ー
マ
「
未
来
の

学
習
を
準
備
す
る
協
調

的
発
見
学
習
の
理
論
構

築
」
と
関
連
さ
せ
、
白

水
准
教
授
の
協
力
の
も

と
、
研
究
成
果
を
ま
と

め
あ
げ
た
。

　

田
島
さ
ん
は
「
公
式

に
頼
る
学
習
が
認
知
科

学
的
に
非
効
率
的
だ
と

い
う
結
果
が
出
た
こ
と

に
驚
い
て
い
る
」
と
話

し
て
い
る
。

発
表
し
た
二
宮
和
結
子
さ
ん
ら

の
チ
ー
ム
。

　

二
宮
さ
ん
は
「
具
体
化
、
客

観
性
に
注
力
し
、
取
り
組
ん
だ
。

発
表
の
ス
タ
イ
ル
、
着
眼
点
な

ど
他
大
学
の
発
表
も
勉
強
に
な

り
、
今
後
の
学
習
研
究
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
成
果
を
述

べ
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
総
数

は
二
十
件
。
本
学
二
チ
ー
ム
の

他
、
東
京
大
学
大
学
院
、
慶
応

義
塾
大
学
大
学
院
、
関
西
大
学

な
ど
五
チ
ー
ム
が
受
賞
し
た
。

　

中
京
、
名
城
、
名
古
屋
女
子

の
三
大
学
の
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
Ａ
Ｐ
Ｐ（
愛
知
パ

ト
ロ
ー
ル
ピ
ー
ポ
ー
）
は
、
月

に
二
回
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

防
犯
講
座
、
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

十
月
十
八

日
、
昭
和
警
察

署
の
協
力
の
も

と
、
中
京
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
で
自
転
車
の
ツ
ー
ロ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。
二

〇
一
〇
年
愛
知
県
で
盗
難
に

あ
っ
た
自
転
車
の
約
五
三
％
が

施
錠
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
学
生

に
ツ
ー
ロ
ッ
ク
の
必

要
性
を
呼
び
か
け

た
。
駐
輪
場
で
は
各

自
転
車
に
盗
難
の
危

険
性
の
診
断
書
を
取

り
付
け
た
。

（
Ａ
Ｐ
Ｐ
中
京
大
代

表
・
経
済
３
・
丹
羽

　

夢
樹
）

賞
状
を
手
に
す
る
田
島
さ
ん
、

原
田
さ
ん
、安
田
さ
ん

自
転
車
通
学
の
学

生
に
呼
び
掛
け
る

Ａ
Ｐ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー

市民に操作説明をする学生たち

発表する古川ゼミのグループ

コンテストに出
場した坂田ゼミ
の学生たち

情報理工
学　　部

白
水
ゼ
ミ
生
が
発
表
賞

日
本
認
知
科
学
会
第
28
回
大
会

情報理工
学　　部 経済学部

地
域
力
向
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

瀬
戸
市
と
協
働
で
制
作

本
学
か
ら
９
グ
ル
ー
プ
が
参
加

中部経済学インターゼミ

総合政策
学　　部

ケータイ社会研究レポート
コンテストで優秀賞

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｐ
Ｐ

自
転
車
の
ツ
ー
ロ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
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文
化
会
は
十
月
一
日
、
第
三
十
回
学
術

系
ク
ラ
ブ
発
表
会
を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
た
。
学
術
系
の
児
童
文
化
研
究

会
、
自
然
科
学
研
究
会
、
会
計
学
研
究
会
、

電
子
計
算
組
織
研
究
会
、
考
古
学
研
究
会
、

法
律
研
究
会
L
A
W
P
R
A
Y
の
六
ク
ラ

ブ
が
テ
ー
マ「
私
の
学
術
力
は
53
万
で
す
。」

の
下
、
日
頃
の
研
究
成
果
や
活
動
内
容
を

披
露
し
た
。

　

学
術
部
長
連
の
「
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
」

や
会
計
学
研
究
会
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

駆
使
し
て
の
発
表
、
児
童
文
化
研
究
会
の

「
リ
ー
ダ
ー
ワ
ー
ク
」
な
ど
、
約
四
時
間
の

発
表
会
は
笑
い
の
絶
え
な
い
も
の
と
な
り
、

発
表
者
と
観
客
の
一
体
感
も
感
じ
ら
れ
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
悩
み
苦
し
み
な
が
ら
企
画

し
た
が
、
当
日
は
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
満
足

の
い
く
素
晴
ら
し
い
発
表
会
に
な
っ
た
。

（
学
術
委
員
長
・
心
理
４
・
古
川　

諒
） 　

書
道
部
の
真
野
沙
織
さ
ん
（
総
合
政
策

３
）
が
「
第
二
十
六
回
国
民
文
化
祭
・
京

都
美
術
展
」（
十
月
二
十
九
日
―
十
一
月
六

日
）で
、京
都
府
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、
入
賞
作
品
十
点
の
う
ち
の
文
部

科
学
大
臣
賞
、
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

会
長
賞
に
次
ぐ
五
番
目
の
賞
。

　

ま
た
、
難
波
佑
気
さ
ん （
日
本
文
学
２
）

は
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
。
他
に
も
多
数
の

書
道
部
員
が
入
選
し
た
。

　

第
四
十
二
回
定
期
演
奏
会
を
十
二
月
二

日
に
名
古
屋
市
の
天
白
文
化
小
劇
場
で
開

催
し
た
。

　

一
年
間
の
集
大
成
と
な
る
場
で
、
部
員

全
員
で
演
奏
す
る
全
体
合
奏
ス
テ
ー
ジ
や
、

一
〜
四
人
で
演
奏
す
る
小
編
成
ス
テ
ー
ジ

な
ど
全
三
ス
テ
ー
ジ
、
十
四
曲
を
披
露
し

た
。

　

部
員
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
お
客
様
に
ギ
タ
ー
演

奏
の
感
動
を
与
え
る
と
い
う
目
標
も
達
成

で
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
今
後
も

よ
り
良
い
演
奏
が
で
き
る
よ

う
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

（
第
45
代
部
長
、
経
済
３
・
橘

智
大
）

　

第
四
十
五
代
の
十
人
で
作
り
上
げ
た
師

走
公
演
「
明
け
ま
し
て
ク
ソ
ス
マ
ス
」（
十

二
月
三
、
四
日
、
名
駅
の
ナ
ン
ジ
ャ
ー
レ
）

を
行
い
、
計
百
五
十
八
人
の
お
客
様
に
観

て
い
た
だ
い
た
。

　

脚
本
・
演
出
担
当
が
中
心
に
な
っ
て
、

「
静
」の
演
技
へ
の
こ
だ
わ
り
、目
線
、呼
吸
、

動
き
の
速
さ
な
ど
納
得
の
い
く
ま
で
練
習

に
励
ん
だ
。
役
者
自
身
も
研
究
熱
心
で
イ

メ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
動
作
と
台
詞
を
合
わ
せ
て
抽
象
表

現
を
す
る
シ
ー
ン
も
演
じ
た
。

　

短
時
間
で
集
中
し
て
練
習
す
る
と
い
う

取
り
組
み
も
効
果
的
だ
っ
た
と
思
う
。

（
作
・
演
出
、
心
理
３
・
石
榑　

彩
乃
）

　

十
二
月
五
―
九
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
冬
季
展
示
会
」
を
開
催
し
、
前
回

よ
り
も
多
い
二
百
八
十
六
人
の
来
場
者
が

あ
っ
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
二
十
五
作
品
、

版
権
イ
ラ
ス
ト
二
作
品
の
計
二
十
七
作
品

を
展
示
。
部
員
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
漫
画
の
み

を
掲
載
し
た
機
関
誌『
Ｊ
ｕ
ｋ
ｅ  

Ｂ
ｏ
ｘ
』

の
無
料
配
布
も
行
い
、
用
意
し
た
百
部
全

て
が
配
布
で
き
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
い
た
だ
い
た

貴
重
な
意
見
や
感
想
は
、
今
後
の
漫
画
研

究
会
の
活
動
や
部
員
た
ち
の
技
術
向
上
の

参
考
に
し
た
い
。

（
部
長
、
言
語
表
現
２
・
加
藤　

雄
大
）

　

私
た
ち
第
五
十
八

代
文
化
会
執
行
部
は

各
ク
ラ
ブ
の
円
滑
な

活
動
と
文
化
会
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
目

指
し
て
い
る
。

　

文
化
会
会
員
数
は
約
八
百
人
で
徐
々
に
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
課
題
を
ふ
ま
え
、
一
人
ひ
と
り
が
ク
ラ
ブ
活

動
を
通
し
て
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
で
大
き
な
成
果
を
生
み
出
せ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
は
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ
の
経
験

を
引
き
継
ぎ
、
今
年
度
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
文
化
会
の
成
長
、
発
展
を
念
頭
に
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

幹事長・保屋野友愉（経営3）
フォークソングクラブ▽副幹事長・
高橋涼子（体育3）演劇部○
BEGIN THE KID▽芸文委員長・
梅田歩（経営3）司会放送部▽豊
田委員長・野村有志（現代社会3）
出版部▽学術委員長・森田雛子
（日本文3）考古学研究会▽会計
局長・中島知美（言語表現3）美術
部▽企画運営局長・原田駿一（法
律3）漫画研究会▽総務局長・佐
合成美（日本文2）自然科学研究
会▽豊田役員総務・杉浦美月（現

代社会1）放送クラブTMP▽書記
局長・鈴木弦（法律2）フォークソ
ングクラブ▽豊田役員庶務・浅野
貴大（現代社会3）放送クラブ
TMP▽広報局長・酒井隆裕（法
律2）司会放送部▽議長・石榑綾
乃（心理3）演劇部劇団いかづち
▽八事監査・高井裕貴（法律3）演
劇部劇団いかづち、橘智大（経済
3）ギターアンサンブル、稲垣玲奈
（経営3）会計学研究会▽豊田監
査・川口晃平（情報システム3）児
童福祉活動部　　　   〈敬称略〉

芝

真
野
さ
ん
の
作
品「
曹
子
建
詩
一
節
」

文　

化　

会

新
執
行
部

第58代　任期2011年12月から1年間

文化会の活性化
　　環境づくり支援

フォークソング
クラブ

幹
事
長

保
屋
野　

友
愉（
経
営
３
）

学
術
系
ク
ラ
ブ
発
表
会

観
客
と
の
一
体
感
溢
れ

書
道
部 

真
野
沙
織
さ
ん

京
都
府
議
会
議
長
賞

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

部
員
全
員
の
合
奏
な
ど

演
劇
部
劇
団
い
か
づ
ち

団
員
一
丸
で
師
走
公
演

漫
画
研
究
会
が
展
示
会

イ
ラ
ス
ト
27
点
、機
関
誌

学術委員会のスタッフ

息の合った演技を披露

イラスト27作品と機関誌が並ぶ展示会場

部員全員で全体合奏ステージ
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
今
季
グ
ラ
ン

プ
リ（
Ｇ
Ｐ
）シ
リ
ー
ズ
に
、
本
学
園
の
浅

田
真
央
（
体
育
3
）
、
小
塚
崇
彦
（
体
育

研
究
科
修
士
1
）
、
村
上
佳
菜
子
（
中
京

大
中
京
高
2
）
の
三
選
手
が
出
場
し
た
。

　

浅
田
選
手
は
、
11
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯（
札
幌

　

短
水
路（
25
ｍ
プ
ー
ル
）で
競
う
競
泳
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
が
世
界
七
カ

国
で
開
催
さ
れ
、
冨
田
尚
弥
選
手
（
体
育

４
）
が
モ
ス
ク
ワ
大
会
百
ｍ
平
泳
ぎ
、
二

百
ｍ
平
泳
ぎ
に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
58
秒

81
、
２
分
６
秒
51
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し

た
。
続
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
会
で
も
二
百

ｍ
平
泳
ぎ
で
優
勝
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
の
東
京
大
会
に
男
子
五

十
ｍ
自
由
形
に
出
場
し
た
伊
藤
健
太
選
手

（
体
育
３
）は
、
21
秒
25
で
優
勝
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
武
藤
好
貴
投
手（
一
〇
年

体
育
学
部
卒
）が
、
プ
ロ
野
球
・
東
北
楽
天

に
入
団
が
決
ま
り
、
十
二
月
五
日
、
梅
村

学
園
を
訪
れ
、
小
川
英
次
理
事
長
、
北
川

薫
学
長
、
梅
村
清
英
理
事
に
報
告
し
た
。

　

武
藤
選
手
は
、
札
幌
藻
岩
高
校
か
ら
中

京
大
に
進
学
し
、
硬
式
野
球
部
で
四
年
次

に
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
た
。
武
藤
選
手

は
「
即
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
キ
ャ
ン
プ
で
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思

い
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
第
六
十
回
全
日
本
大

学
選
手
権
（
12
月
18
日
―
１
月
５
日
）
に

東
海
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
３
位
と

な
っ
た
。

　

一
回
戦
の
筑
波
大
戦
は
２
―
０
、
準
々

決
勝
の
鹿
屋
体
育
大
戦
は
３
―
１
で
順
調

に
勝
ち
上
が
っ
た
。
準
決
勝
は
、
関
東
代

表
の
専
修
大
と
対
戦
し
、
前
半
に
２
点
を

奪
わ
れ
た
後
挽
回
で
き
ず
、
０
―
２
で
敗

退
。
準
決
勝
で
明
治
大
に
敗
れ
た
慶
応
大

と
と
も
に
、
３
位
だ
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
昨
年
の
第
五
十
九
回
大

会
、
総
理
大
臣
杯
（
全
日
本
大
学
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
）
で
も
準
優
勝
し
て
お
り
、
連
続

し
て
全
国
上
位
に
食
い
込
む
力
を
見
せ
て

い
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
の
清
水
小
百
合
選
手（
豊
田
学
生
支
援
室

勤
務
）は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）に
参

戦
し
、
十
二
月
の
名
古
屋
大
会（
第
三
戦
）

の
女
子
三
千
ｍ
リ
レ
ー
で
２
位
と
な
っ

た
。

　

カ
ナ
ダ
大
会（
第
二
戦
）、
中
国
大
会（
第

四
戦
）で
も
、
女
子
三
千
ｍ
リ
レ
ー
で
３
位

に
入
賞
。
い
ず
れ
も
第
四
走
者
と
し
て
力

走
を
見
せ
た
。

　

個
人
種
目
で
は
、千
ｍ
で
ア
メ
リ
カ
大
会

８
位
、中
国
大
会
９
位
と
な
っ
て
い
る
。

市
）
２
位
、
ロ
シ
ア
杯（
モ
ス
ク
ワ
）
で
は

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
八

度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
小
塚
選
手
は
、

10
月
の
ス
ケ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
杯（
オ
ン
タ
リ

オ
）
3
位
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
2
位
と
な
っ
た
。

村
上
選
手
は
、
11
月
の
中
国
杯（
上
海
）
で

6
位
だ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
杯（
パ
リ
）
は

4
位
に
順
位
を
上
げ
た
。

　

十
二
月
下
旬
の
全
日
本
選
手
権
（
大
阪

府
門
真
市
）
で
は
、
浅
田
選
手
が
二
年
ぶ

り
五
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
。
村

上
選
手
は
３
位
と

な
っ
た
。
男
子
で

は
、
小
塚
選
手
が

２
位
と
な
り
、
無

良
崇
人
選
手（
体

育
３
）
も
５
位
に

入
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
２

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
レ
ッ

ド
・
パ
ン
サ
ー
ズ
）は
、東
海
学
生
秋
季
リ
ー

グ
で
優
勝
し
、
全
日
本
大
学
選
手
権
に
初

め
て
進
出
、
全
国
ベ
ス
ト
４
に
輝
い
た
。

　

東
海
学
生
で
は
、
名
城
大
、

名
古
屋
大
と
と
も
に
四
勝
一
敗

で
三
校
が
同
率
優
勝
と
な
り
、

抽
選
の
結
果
、中
京
大
が
初
の
東
海
代
表
と

な
っ
た
。
全
日
本
大
学
選
手
権
は
、西
日
本

代
表
準
々
決
勝
で
金
沢
大（
北
陸
代
表
）を

38
対
0
で
下
し
、準
決
勝
の
西
南
学
院
大

（
九
州
代
表
）戦
も
38
対
14
で
勝
利
し
、全
国

ベ
ス
ト
４
と
な
っ
た
。

　

西
日
本
代
表
決
定
戦（
十
二
月
四
日
、
神

戸
市
立
王
子
ス
タ
ジ
ア
ム
）は
、
過
去
二
十

三
回
大
学
日
本
一
の
強
豪
、
関
西
学
院
大

（
関
西
代
表
）と
対
戦
。6
対
55
で
敗
退
し
た

が
、
終
盤
の
第
４
ク
オ
ー
タ
ー
で
タ
ッ
チ

ダ
ウ
ン
を
奪
う
な
ど
、
粘
り
を
見
せ
た
。

　

当
日
は
、
学
生
約
八
十
人
を
は
じ
め
、

Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
ら
が
バ
ス
で
会
場
に
駆
け

つ
け
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
一
体
に
な
っ
た
応

援
を
展
開
し
た
。

　

体
育
会
は
心
身
を

錬
磨
し
、
体
育
活
動

を
通
じ
て
大
学
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
現
在

四
十
七
ク
ラ
ブ
と
執
行
部
で
活
動
し
て
い
る
。
第
五
十

六
代
幹
事
会
は
体
育
会
の
発
展
を
第
一
と
し
、
各
ク
ラ

ブ
が
部
活
動
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

今
年
度
か
ら
女
子
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
を
新
た
な
部

と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
体
育
会
内
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
・

同
好
会
に
も
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
判
断
が
適
格
に
で
き
る
よ
う
に
、
体
育

会
幹
事
会
役
員
一
同
、
日
々
成
長
し
な
が
ら
体
育
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

幹事長･中西佑輔（体育科3）陸上
競技部▽企画運営担当局長兼副
幹事長･浅井優介（体育科3）アル
ティメット部▽総務担当局長兼副
幹事長･藤村卓弥（法律3）少林寺
拳法部▽広報担当局長兼副幹事
長･小菅ゆかり（健康科3）チアリー
ディング部▽編集担当局長･藤澤
佳隆（情報システム工2）アメリカン
フットボール部▽安全対策局長･
青木菜々穂（体育科2）柔道部▽
渉外担当局長兼監事･福井健治
（体育科2）準硬式野球▽会計担

当局長･野村真子（情報メディア
工2）弓道部▽企画運営担当局･
原田晃伸（競技スポーツ科1）サッ
カー部▽総務担当局･井藤明日香
（法律1）合氣道部▽広報担当局
兼書記･江田晴宣（経済1）ソフト
テニス部▽編集担当局･鈴木貴大
（情報システム工1）硬式野球部▽
安全対策担当局･中川栞（スポー
ツ教育1）女子サッカー部▽広報
担当局･洞庭誠治（現代社会1）女
硬式庭球部

〈敬称略〉

月
の
四
大
陸
選
手
権（
米
コ
ロ
ラ
ド
ス
プ
リ

ン
グ
ス
）に
は
、
浅
田
、
村
上
、
無
良
の
三

選
手
、
３
月
の
世
界
選
手
権（
仏
ニ
ー
ス
）

に
は
、
浅
田
、
小
塚
、
村
上
の
各
選
手
の

出
場
が
決
ま
っ
た
。

関西学院大戦で、終盤にタッチダウンを
決めて喜ぶ徳永翔平選手（右手前）ら

新
執
行
部

ア
メ
フ
ト
部
が
ベ
ス
ト
４

全
日
本
大
学
選
手
権

体　

育　

会

47クラブが活動
　　大学発展に寄与

陸上競技部

幹
事
長

中
西　

佑
輔（
体
育
科
３
）

第56代　任期2011年11月から1年間

フ
ィ
ギ
ュ
ア
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ

浅
田
、小
塚
、村
上
選
手

が
活
躍

競
泳
短
水
路
Ｗ
杯

冨
田
、伊
藤
選
手
優
勝

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
Ｗ
杯

清
水
選
手
が
リ
レ
ー
２
位

野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
武
藤
投
手

東
北
楽
天
に
入
団
を
報
告

サ
ッ
カ
ー
部
３
位

全
日
本
大
学
選
手
権

武藤選手

清水選手

浅田選手小塚選手

村上選手無良選手
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　実行委員として関わる最後の大学祭で、
やりたいと思っていた企画が実現し、一般
の人も楽しめる大学祭にしたいという想い
も形にすることができました。
　今回は新しい事にも積極的に取り組み
ました。新しい事を始めるという事は前例
がないため、本番の様子を様々な視点か
らイメージし、運営面を詰めて行くことが
大切だと感じました。
　協力や応援、心配をして下さる方が沢
山いた事に驚きと感謝で一杯です。また、
スタッフが楽しくなければ、お客様を楽し
ませる事はできないと感じました。後輩た
ちにはどんなときも楽しむ事を忘れずに
頑張って欲しいと思います。

　今年の大学祭は、お客様、スタッフ皆の笑顔が太
陽の光のようでした。三日間通して大変多くの来場
者があり、お客様や参加学生の皆様に楽しんでいた
だいていました。大きな問題もなく円滑に大学祭を
進められたのは、実行委員全員が早め早めに行動し、
互いにサポートし、チームワークを発揮したことも一
つの要因だったと思います。
　フリーマーケットや模擬店出店者、ステージ出演
者も大学祭を盛り上げていただき、また大学祭実行
委員会の企画も成功し、素晴らしい大学祭になりま
した。ご協力いただきました皆様、ありがとうござい
ました。

経営学部ゼミ生が東北名物「芋煮」、福島県産
「喜多方ラーメン」を販売。売り上げは義援金に

大学生芸人によるお笑いライブ。ゲスト（お笑い
芸人・オレンジ）とのコラボで観客は笑いの渦に

環境を題材にしたクイズ企画。環境サ
ークル・ＮＥＯと実行委員会が協力して
実施

地域の方の協力を得て61店を出店。衣類、おも
ちゃ、本、アクセサリーなどが立ち並んだ

レクリエーション部8人が幻想的な舞いを披露。
多数のお客様が見守る中、フィナーレを飾った

来場者のアンケートで「よかった模擬店」
部門で優勝したのは「102ドーナッツ」

近隣の幼稚園に呼びかけて参加者を募集。
警官やケーキ屋の衣装に着替えて変身

日本ど真ん中まつり
で奨励賞を獲得し
た演舞。迫力と躍動
感、意気の合った踊
りは観客を魅了

動物をテーマに、ゲームや飛び出す絵
本の創作をする子ども向け企画

書道部が曲に合わせて踊りながら、畳6枚分
の大作を書き上げた

講
座

公
開

大学祭実行委員長

舟橋 智美（経営４）

「芽」
きざし

テーマ

大学祭実行委員長

豊田 誠二（情報知能４）

「恵」～降りそそげ！溢れる　笑顔は僕らの恵～テーマ

名古屋
キャンパス

豊　田
キャンパス

地
域
の
方
、保
護
者
、

同
窓
生
ら
で
賑
わ
う

中
京
大
学
祭

東北プロジェクト

動物たちをつかまえろ！書道パフォーマンス火舞

模擬店部門で優勝 わくわくワーク

晴地舞の演舞

ＥＣＯ ＬＩＦＥ 2011
フリーマーケット

お笑いコンテスト
～笑いの華を咲かせよう～

10月
28日
▼
30日
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「
ス
ポ
ー
ツ
に
は
〝
楽
し
む
〞

と
い
う
目
的
が
一
つ
あ
る
が
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
な
る
と
そ
れ

だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
相

手
に
勝
つ
、
ま
た
世
界
記
録
の

更
新
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
こ
と

も
求
め
ら
れ
る
の
だ
」

「
高
校
入
学
後
、
私
は
本
格
的

に
陸
上
競
技
を
始
め
、
以
来
二

十
六
年
間
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
を

続
け
て
き
た
。
何
の
た
め
に
投

げ
続
け
て
い
る
の
か
、
答
え

が
見
つ
か
っ
た
の
は
競
技
生

活
を
終
え
る
頃
。
そ
れ
は
、

自
分
の
能
力
を
高
め
る
た
め

だ
っ
た
」

「
人
は
高
ま
る
こ
と
で
喜
び
、

幸
せ
に
な
り
、
自
信
を
持
ち
、

最
終
的
に
は
生
き
る
上
で
の

活
力
を
得
る
の
だ
」

「
競
技
者
と
し
て
能
力
を
高
め

る
に
は
、
素
質
（
体
力
・
体

型
・
感
覚
）
を
見
極
め
て
種
目

を
選
び
、
身
体
に
与
え
る
刺
激

の
過
負
荷
（
強
弱
）
と
特
異
性

（
種
類
）
を
適
切
に
す
る
こ
と

が
重
要
だ
。
世
界
の
超
一
流
選

手
と
は
、
ま
さ
し
く
刺
激
へ
の

適
応
が
優
れ
た
選
手
と
言
え
よ

う
」

「
さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
は
〝
技

術
、
体
力
、
精
神
〞
の
総
合
力

で
も
っ
て
自
分
の
考
え
を
表
現

す
る
も
の
だ
と
思
う
。
大
き
な

壁
に
ぶ
つ
か
り
ラ
イ
バ
ル
に
水

を
あ
け
ら
れ
た

時
、
私
は
自
分

に
欠
け
て
い
る

も
の
を
突
き
詰

め
て
考
え
る
こ

と
で
希
望
を
見

出
そ
う
と
し
た
」

「
私
は
、
私
と
ラ
イ
バ
ル
の
投

げ
る
姿
を
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
で
撮

り
、
毎
日
何
時
間
も
見
比
べ
た
。

こ
れ
が
、
私
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ

の
本
当
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

研
究
を
続
け
、
考
え
が
ま
と

ま
っ
た
頃
、
久
々
に
投
げ
た
ら
、

進
歩
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
数
カ
月
後
、
私
は
自
己

ベ
ス
ト
記
録
を
塗
り
替
え
た
」

「
私
は
自
身
を
よ
く
知
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
実
験
し
て
き
た

よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
後
進
の

指
導
に
も
役
立
ち
、
彼
ら
を
高

め
、
そ
れ
が
ま
た
私
の
喜
び
、

幸
せ
、
活
力
に
な
っ
て
い
る
」

「
金
メ
ダ
ル
級
で
も
普
通
の
選

手
で
も
、
よ
い
成
果
に
喜
ぶ
姿

に
差
は
な
い
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー

ツ
以
外
の
世
界
で
も
同
じ
こ
と
。

何
か
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
可
能

性
を
引
き
出
し
、
と
も
ど
も
高

ま
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
」

（
10
月
29
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
０
６
０
３
教
室
）

「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
テ

キ
ス
ト
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
二

巻
。「
総
論
」、「
体
力
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
注
意
点
」の
三
節
か

ら
構
成
さ
れ
、運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
専
門
家
が
、
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

対
象
は
、体
育
学
・
ス
ポ
ー
ツ

科
学
系
お
よ
び
健
康
科
学
系

の
学
生
、
健
康
運
動
に
従
事

す
る
保
健
師
、管
理
栄
養
士

と
い
っ
た
運
動
指
導
に
か
か

わ
る
専
門
家
で
あ
る
。

　

著
者
は
学
長
・
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
教
授
。
文
光
堂
刊
。

税
込
三
、
一
五
〇
円
。

　

か
ら
だ
を
構
成
す
る
〝
体

脂
肪
〞
は
、
悪
者
扱
い
さ
れ

が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
体
脂

肪
の
過
剰
蓄
積
は
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
原
因
と
な
る
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
体
脂
肪
が
少

な
け
れ
ば
健
康
に
と
っ
て
良

い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

適
度
な
量
の
体
脂
肪
が
存
在

す
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の

健
康
は
保
た
れ
る
の
で
あ

る
。
筆
者
は
体
脂
肪
の
専
門

家
で
は
な
い
が
、
健
康
を
指

導
す
る
立
場
か
ら
体
脂
肪
の

功
罪
を
ま
と
め
た
の
が
こ
の

本
で
あ
る
。

　

著
者
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

教
授
。
廣
済
堂
出
版
刊
。
税

込
八
四
〇
円
。 

　

そ
の
学
術
雑
誌
に
論
文
が
載

る
こ
と
自
体
、
大
変
な
こ
と
だ

と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
に
掲
載
さ

れ
た
二
〇
〇
九
年
ま
で
三
年
間

の
論
文
の
中
か
ら
、
日
本
人
研

究
者
で
初
め
て
最
優
秀
論
文
に

選
ば
れ
た
。

　

大
学
入
学
資
格
検

定
を
経
て
、
大
学
受

験
資
格
を
と
り
、
一

九
九
〇
年
、
学
部
開

設
四
年
目
の
中
京
大

学
経
済
学
部
に
入
学
。

大
学
院
で
学
位
を
取

得
す
る
ま
で
の
十
二

年
間
、
授
業
以
外
は

も
っ
ぱ
ら
大
学
図
書

館
に
席
を
定
め
、
経

済
学
と
数
学
の
本
や

論
文
を
読
み
漁
っ
て

い
た
と
い
う
。
当
時
の
学
部
を

知
る
教
員
は
「
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た

学
生
が
何
人
も
い
て
、
彼
も
そ

ん
な
一
途
な
一
人
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　

大
学
近
く
の
ホ
テ
ル
で
昨
年

十
一
月
に
開
か
れ
た
経
済
研
究

所
主
催
の
「
祝
賀
会
」
。
経
済

学
部
で
三
年
先
輩
の
梅
村
清
英

理
事
や
奥
野
信
宏
総
合
政
策
学

部
教
授
ら
の
祝
辞
が
相
次
ぐ
会

場
で
、
か
つ
て
の
一
途
な
学
生

は
「
シ
ャ
イ
な
人
」
の

評
そ
の
ま
ま
に
、
ひ
た

す
ら
恐
縮
し
て
い
た
。

　

中
京
大
学
経
済
学
研
究
科
で

博
士
課
程
を
修
了
し
て
学
位
を

授
与
さ
れ
た
二
人
目
の
博
士
。

〝
博
士
第
一
号
〞
だ
っ
た
奥
さ

ん
と
名
古
屋
市
内
で
長
男
と
の

三
人
暮
ら
し
。
目
下
は
本
学
な

ど
三
つ
の
大
学
で
非
常
勤
講
師

と
し
て
財
政
学
、
労
働
経
済
学

な
ど
を
教
え
て
い
る
。

【クズネッツ賞】ノーベル賞経済学者サイモ
ン・クズネッツ博士にちなんで創設された国
際的な賞。人口経済学に関する学術誌
「Journal of Population Economics」に
掲載された論文の中から、三年に一度、編集
者たちの投票によって選ばれる。平澤研究員
の受賞論文「Fertility, Child Care Outside 
the Home, and Pay-as-you-go　Social 
Security」は、大学院当時の指導教員、焼田
党（あきら）先生（現・名古屋市立大学大学院
経済学研究科教授）との共同論文。家庭外
育児サービスを充実させることにより、すべての
世代の経済厚生を高めることができるような社
会保障制度改革が可能となることを理論的に
示した。

　

革
命
後
の
内
乱
と
外
国
か

ら
の
軍
事
干
渉
に
苦
悩
す
る

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
「
軍
事

を
基
礎
と
し
た
文
明
化
政

策
」
の
も
と
社
会
の
秩
序
化

と
併
せ
て
革
命
の
理
念
を
欧

州
諸
国
に
拡
大
し
よ
う
と
し

た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
本

書
は
、
約
二
百
年
前
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
が
欧
州
に
軍
事

組
織
の
大
改
革
と
国
民
国
家

の
形
成
を
促
し
、
ひ
い
て
は

極
東
の
日
本
を
も
揺
る
が
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

著
者
は
現
代
社
会
学
部
教

授
。
社
会
評
論
社
刊
。
税
込

二
、
五
二
〇
円
。

　

本
書
は
一
九
七
〇
年
代
か

ら
、
名
古
屋
の
地
で
重
度
障

害
者
が
地
域
で
当
た
り
前
に

暮
ら
す
実
践
を
重
ね
て
き
た

「
社
会
福
祉
法
人
Ａ
Ｊ
Ｕ
自

立
の
家
」
の
法
人
化
二
十
年

〈
14
面
７
段
目
へ
続
く
〉

白井正敏経済学部教授（右）から
祝いを受ける平澤研究員（左）

健康・余暇・スポーツシリーズ25

中京大学名誉教授
ハンマー投げ元日本記録保持者

室伏 重信さ　
　ん

講
座
講
座
講
座

公
開
公
開
公
開

高
ま
る
こ
と
で
喜
び
、幸
せ

生
き
る
上
で
の
活
力
を
得
る

競技スポーツと
人間の可能性

平澤　誠 研究員
中京大学経済研究所

クズネッツ賞受賞
学生時代から〝一途な人〟
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書
紹
介
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吉
川
氏
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の

哲
学
・
精
神
の
真
髄
を
、
わ
か

り
や
す
く
、
ま
た
理
路
整
然
と

熱
く
語
っ
た
。
中
部
地
域
で
モ

ノ
づ
く
り
に
関
わ
る
研
究
者
や

技
術
者
に
と
っ
て
、
大
学
の
工

学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
企
業
に
お

け
る
技
術
開
発
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
根
幹
に
向
け
た
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

Synthesiology

（
シ
ン

セ
シ
オ
ロ
ジ
ー
，
構
成
学
）
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
吉
川
氏

は
、
「
科
学
技
術
は
、
観
察
と

分
析
を
深
め
る
『
行
き
』
と
、

構
成
的
な
『
戻
り
』
の
プ
ロ
セ

ス
が
あ
り
、
偏
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。
シ
ン

セ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
骨
格
を

理
解
す
る
う
え
で
非
常
に

印
象
深
い
言
葉
だ
っ
た
。

　

ま
た
、「『
戻
り
』に
つ
い

て
の
学
術
技
術
論
文
が
掲

載
さ
れ
る
場
が
な
い
が
、

こ
れ
は
克
服
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
八
年
一

月
に
創
刊
さ
れ
た
産
業
技
術
総

合
研
究
所
の
技
術
雑
誌

『Synthesiology

』は
、そ
の
さ

き
が
け
で
あ
る
」と
語
っ
た
。

　

吉
川
氏
は
、
精
密
工
学
と
い

う
生
産
技
術
・
学
術
分
野
の
ど

真
ん
中
に
身
を
お
き
、
企
業
の

生
産
技
術
現
場
も
経
験
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
大
学
教
授
、

工
学
部
長
、
総
長
と
い
う
学
術

世
界
を
極
め
、
日
本
学
術
会
議

会
長
、
日
本
学
術
振
興
会
会

長
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
理

事
長
と
い
う
「
官
」
の
要
職
に

も
就
い
て
き
た
。

　

シ
ン
セ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
考
え

は
、
こ
の
よ
う
な
吉
川
氏
の
稀

有
な
経
歴
の
中
で
構
築
さ
れ
て

き
た
。
「
産
学
官
」
の
総
合
研

究
の
背
骨
と
し
て
の
技
術
哲

学
・
科
学
技
術
論
と
し
て
暖
め

ら
れ
、
醸
成
さ
れ
て
き
た
思
索

を
形
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
世

界
的
に
も
類
論
が
な
い
提
言
と

言
え
る
。

　

聴
講
し
た
地
元
の
モ
ノ
づ
く

り
技
術
者
に
と
っ
て
は
、
身
辺

の
諸
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
理

論
的
助
言
を
得
た
は
ず
だ
。
理

工
系
学
部
の
教
員
や
院
生
、
学

生
に
と
っ
て
は
日
頃
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
設
計
に
対
す
る
根
本

的
な
指
導
と
な
っ
た
。ま
た
、市

民
参
加
者
は
、
情
報
化
時
代
の

モ
ノ
づ
く
り
産
業
社
会
の
活
性

を
垣
間
見
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

本
学
が
工
学
系
の
新
学
部
を

発
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
折

柄
、
極
め
て
有
意
義
な
講
演

だ
っ
た
。
＝
情
報
科
学
研
究
科

長
・
輿
水
大
和
（
11
月
25
日
・

名
古
屋
市
科
学
館
）

「
か
つ
て
〝
大
量
仕
入
れ
、
大

量
販
売
〞
を
謳
っ
た
量
販
店

は
、
日
本
の
市
場
を
大
き
く
動

か
し
た
。
し
か
し
、
今
や
総
合

業
態
は
伸
び
悩
み
、〝
価
格
は
安

く
品
揃
え
豊
富
〞
な
フ
ァ
ス
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
専
門
店
が

隆
盛
を
誇
っ
て

い
る
」

「
小
売
業
を
取

り
巻
く
環
境
は

様
々
変
わ
っ
た

が
、
一
番
の
変
化
は
、
百
貨
店

が
休
ま
な
く
な
っ
た
こ
と
で
は

な
か
ろ
う
か
」

「
い
ま
小
売
業

が
抱
え
て
い
る

課
題
の
一
つ

は
、
消
費
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
。
昨

今
の
消
費
者
は

商
品
に
つ
い
て

豊
富
な
情
報
を
持
ち
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
か
つ
て
と
は
違

う
。
な
ら
ば
、
商
品
の
同
質
化

と
い
う
現
状
か
ら
脱
却
し
、
商

品
の
特
化
・
差
別
化
も
進
め
た

い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
り
ネ
ッ
ト
通
販
が
大

き
く
伸
び
て
い
る
が
、
既
存
の

小
売
は
い
か
に
対
抗
す
る
の

か
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
社

会
で
は
国
内
市
場
の
縮
小
に
対

し
、
ど
ん
な
策
を
講
じ
る
の

か
」

「
小
売
業
が
今
後
の
販
売
戦
略

を
立
て
る
と
き
は
、
消
費
者
に

と
っ
て
〝
楽
し
い
・
得
に
な

る
・
役
に
立
つ
〞
の
三
つ
が
鍵

に
な
る
と
思
う
」

「
例
え
ば
、
過
剰
と
も
思
え
る

品
揃
え
や
陳
列
の
面
白
さ
を
楽

し
み
な
が
ら
買
物
を
し
て
、
高

い
割
引
率
や

ポ
イ
ン
ト
還

元
で
得
を
し

て
い
た
だ

く
。
ま
た
、

商
店
ま
で
遠

い
等
の
理
由
で
買
物
難
民
と

な
っ
た
高
齢
者
に
は
商
品
を
宅

配
す
る
。
そ
れ
は
生
活
を
見
守

る
役
も
担
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
等
は
災
害
時

の
避
難
場
所
と
し
て
役
立
つ
の

で
は
な
か
ろ
う
か
」

「
消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ
る

店
、愛
さ
れ
る
小
売
業
と
は
、モ

ノ
の
み
な
ら
ず
、場
所
、時
間
、

機
会
、サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た〝
余

白
〞を
提
供
で
き
る
こ
と
だ
と

私
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

お
客
様
ご
と
に
対
応
を
変
え
な

け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
こ
と
」

「
翻
っ
て
思
う
に
、
昔
の
町
の

小
売
屋
は
、
大
事
な
お
客
様
の

趣
味
に
合
わ
せ
て
商
品
を
仕
入

れ
た
も
の
だ
。
店
が
客
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
品
揃
え
を
考
え

た
。
そ
れ
が
小
売
業
の
当
た
り

前
の
在
り
様
だ
っ
た
の
だ
」

（
10
月
12
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）

の
歴
史
を
検
証
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

利
用
契
約
制
度
下
に
お
い

て
、
当
事
者
主
体
、
本
人
中

心
の
支
援
と
は
何
か
を
問

い
、
そ
の
将
来
像
を
展
望
し

よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

著
者
は
現
代
社
会
学
部
准

教
授
。
中
央
法
規
出
版
刊
。

税
込
二
、
七
三
〇
円
。

　

授
業
で
は
、
新
し
い
単
元

の
第
一
時
間
目
に
、
学
習
者

に
単
元
全
体
の
見
通
し
を
与

え
る
こ
と
で
主
体
的
な
学
び

が
促
進
さ
れ
る
。
本
書
は
、

若
手
教
員
の
研
修
も
兼
ね

て
、
犬
山
市
立
城
東
小
学
校

五
年
生
の
教
師
集
団
が
取
り

組
ん
だ
「
単
元
見
通
し
学

習
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー

チ
の
成
果
を
報
告
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
授
業
モ
デ
ル

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

監
修
者
は
国
際
教
養
学
部

教
授
。
城
東
小
学
校
の
授
業

改
善
に
二
〇
〇
一
年
度
か
ら

関
わ
っ
て
き
て
い
る
。一
粒

書
房
刊
。税
込
二
、六
二
五

円
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
近
代
化

と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
？
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
タ
ワ
ー
を

通
し
て
建
築
と
経
済
の
時
代

を
説
い
て
い
る
。
具
体
論
と

し
て
、
大
阪
と
神
戸
の
地
域

経
済
発
展
が
、
大
阪
の
初
代

通
天
閣
、
神
戸
の
神
戸
タ

ワ
ー
と
い
う
時
代
の
象
徴
的

建
物
を
通
し
て
生
き
生
き
と

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
タ
ワ
ー
の
設
計
者
は
設
楽

貞
雄
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
ほ

か
に
も
阪
神
間
に
多
く
の
近

代
建
築
を
手
掛
け
た
。
設
楽

の
歩
み
も
ま
た
大
阪
や
神
戸

の
地
域
経
済
発
展
と
も
大
き

く
重
な
る
。
経
済
史
だ
け
で

は
な
く
建
築
史
と
し
て
も
読

め
る
。

　

著
者
は
経
営
学
部
教
授
。

信
山
社
出
版
刊
。

ソフトサイエンスシリーズ32

中部経済同友会代表幹事
タキヒヨー㈱ 取締役会長

経済･経営シリーズ63

滝　茂夫さ　
　ん

科学技術振興機構研究開発戦略センター長

モノづくりの思想
～Synthesiology～

日本の小売業の明日

吉川 弘之さ　
　ん

公
開
講
座
の
開
催
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

講
座
講
座
講
座

公
開
公
開
公
開 今

後
の
販
売
戦
略
、三
つ
の
鍵

楽
し
い
・
得
に
な
る
・
役
に
立
つ

科
学
技
術
、「
戻
り
」が
重
要

そ
の
学
術
論
文
を
構
想
せ
よ

著
書
紹
介

Works Published

協
同
教
育
実
践
資
料
15

単
元
見
通
し
学
習

へ
の
挑
戦

杉
江　

修
治
他
監
修

中
京
大
学
経
営
研
究
双
書
№
33

タ
ワ
ー
の
時
代

大
阪
神
戸
地
域
経
済
史

寺
岡　

寛
著
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東
日
本
大
震
災
、
ギ
リ
シ
ャ

を
発
端
と
す
る
金
融
危
機
へ
の

懸
念
な
ど
、
暗
い
影
を
落
と
し

た
一
年
だ
っ
た
。
そ
の
中
、
十

二
兆
円
の
第
三
次
補
正
予
算
執

行
が
決
ま
り
、
本
格
的
な
震
災

復
興
事
業
が
も
た
ら
す
景
気
回

復
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
経
済
が
長
期
停
滞
か
ら

脱
す
る
に
は
、
産
業
構
造
の
転

換
や
戦
略
的
な
産
業
展
開
の
推

進
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

も
の
づ
く
り
の
メ
ッ
カ
で
あ

る
当
地
域
に
お
い
て
も
、
中
部

地
域
八
ヶ
岳
構
造
創
出
戦
略
を

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
内

需
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル

需
要
を
取
り
込
む
形
で
成
長
著

し
い
ア
ジ
ア
な
ど
の
海
外
市
場

を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
災
害
時
に
も
の
づ
く
り

が
停
止
し
な
い
よ
う
、
地
域
間

連
携
を
踏
ま
え
つ
つ
、
災
害
に

強
い
中
部
地
域
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

二
〇
二
七
年
に
は
東
京
・
名

古
屋
間
を
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

が
開
通
す
る
こ
と
も
あ
り
、
東

京
や
近
隣
地
域
と
の
連
携
は

益
々
重
要
と
な
ろ
う
。

　

も
の
づ
く
り
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
円
高
に
よ
る
空
洞
化
は

既
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
る
。

日
本
企
業
の
六
重
苦
（
円
高
、

高
い
法
人
税
、
自
由
貿
易
協
定

の
遅
れ
、
労
働
規
制
、
環
境
規

制
、
電
力
供
給
不
安
）
を
速
や

か
に
解
決
し
、
輸
出
や
現
地
生

産
の
拡
大
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

日
本
経
済
は
世
界
経
済
に
影

響
さ
れ
る
が
、
日
本
独
自
で
で

き
る
こ
と
は
迅
速
に
変
え
る
べ

き
だ
。

　

そ
こ
で
、
当
地
域
か
ら
「
技

術
指
向
か
ら
製
品
指
向
へ
」
と

い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
た
い
。

　

日
本
は
技
術
が
あ
る
が
、
海

外
で
の
製
品
化
が
弱
い
。
世
界

各
地
域
の
顧
客
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
掴
ん
だ
製
品
が
名
古
屋
圏
で

は
作
れ
る
と
い
う
形
に
し
て
、

名
古
屋
発
の
貿
易
立
国
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

　

内
々
で
語
っ
て
い
て
も
ダ
メ

だ
。
外
に
出
る
人
、
外
か
ら
来

る
人
た
ち
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

企
業
も
国
際
競
争
力
を
身
に
つ

け
る
べ
き
だ
。

　

来
年
は
、
世
界
的
景
気
後
退

や
更
な
る
円
高
の
回
避
を
前
提

と
す
れ
ば
、
日
本
経
済
は
様
々

な
リ
ス
ク
要
因
を
抱
え
な
が
ら

も
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

需
要
が
景
気
回
復
を
牽
引
す
る

と
期
待
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
日
本
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二

倍
の
負
債
残
高
が
あ
り
、
こ
れ

は
世
界
最
大
だ
。
財
政
再
建
は

急
ぐ
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
地
域
の
企
業
の
資

金
需
要
動
向
は
依
然
低
調
で
あ

る
。
設
備
資
金
へ
の
投
資
は
控

え
ら
れ
て
お
り
、
盛
り
上
が
り

に
欠
け
る
。
た
だ
今
後
は
、
震

災
や
タ
イ
の
洪
水
被
害
関
連
で

設
備
資
金
の
需
要
は
高
ま
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
当
地
域
は
、
新
東
名

･
名
神
、
リ
ニ
ア
の
開
通
に
よ

り
、
利
便
性
の
高
い
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
結
節
点
と
な
る
。
そ
の

機
能
を
生
か
し
、
名
古
屋
が
都

市
と
し
て
の
魅
力
を
一
層
高
め

る
た
め
に
も
、
情
報
発
信
の
強

化
な
ど
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
れ

は
行
政
に
頼
る
の
で
な
く
、
是

非
と
も
民
間
の
力
で
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
学
と
中
部
経
済
同
友
会
主
催
の

公
開
講
座
「
景
気
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

二
〇
一
二
年
の
経
済
見
通
し
」
が
十

二
月
六
日
、
名
古
屋
・
金
山
の
中
京

大
学
文
化
市
民
会
館
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。
景
気
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
二
十
五
回
目
。
市
民
や
学
生
ら

千
四
十
一
人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
紀
村
英
俊
・

中
部
経
済
産
業
局
長
、
佐
々
和
夫
・

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
顧
問
、
箕
浦

輝
幸
・
中
部
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

（
ト
ヨ
タ
紡
織
会
長
）、
伊
藤
清
道
・

中
京
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
の

四
氏
を
迎
え
、奥
野
信
宏
・

　

こ
の
ま
ま
何
も
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
、
日
本
の
景
況
が
中
長

期
的
に
か
な
り
暗
く
な
る
の
は

必
然
で
あ
る
。
い
ま
日
本
人
が

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、

「
国
内
市
場
の
力
を
取
り
戻
す

こ
と
」
「
輸
出
競
争
力
を
再
生

す
る
こ
と
」
「
海
外
へ
飛
び
出

す
力
を
つ
け
る
こ
と
」
。
こ
の

三
つ
は
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
で

き
る
こ
と
ば
か
り
だ
。

　

今
や
イ
ン
ド
も
中
国
も
大
変

な
ス
ピ
ー
ド
で
動
い
て
い
る
。

そ
う
い
う
国
々
と
戦
っ
て
い
く

た
め
に
も
我
々
は
変
わ
る
べ
き

だ
。
こ
の
地
域
に
は
高
度
な
技

術
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
市

場
に
つ
な
ぐ
力
に
欠
け
る
。
元

気
な
新
興
国
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い

上
げ
、
国
際
市
場
で
戦
え
る
人

材
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

３
・
11
後
、日
本
人
は
電
力
の

や
り
く
り
も
協
力
し
合
い
、
乗

り
越
え
て
き
た
。
そ
の
流
れ
で
、

世
界
で
戦
え
る
中
部
を
考
え
て

は
ど
う
か
。
例
え
ば
、
先
進
国

の
中
で
水
の
一
番
安
い
地
域
、

世
界
で
戦
え
る
人
材
を
一
番
た

く
さ
ん
輩
出
し
て
い
る
地
域
に

も
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

順
調
に
回
復
し
て
き
た
日
本
経

済
。
そ
こ
に
起
き
た
東
日
本
大

震
災
、
欧
州
の
金
融
危
機
、
円

高
、
タ
イ
の
洪
水
、
等
々
。

　

来
年
は
震
災
復
興
が
本
格
化

し
、
日
本
経
済
と
し
て
は
「
Ⅴ

字
回
復
」
が
期
待
で
き
る
が
、

問
題
は
む
し
ろ
再
来
年
以
降
と

い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　

中
長
期
的
に
は
「
分
厚
い
中

間
層
」
を
つ
く
る
政
策
も
重
要

だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
は

も
う
一
度
、
経
済
の
パ
イ
を
大

き
く
す
る
た
め
の
エ
ン
ジ
ン
再

始
動
が
必
要
と
言
え
る
。
し
か

も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
。

　

そ
の
再
始
動
の
中
核
に
な
る

の
は
、
や
は
り
名
古
屋
圏
だ
と

思
う
。
こ
の
地
域
に
は
、
文
化

面
で
も
産
業
面
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
が
、
一
人

当
た
り
の
預
貯
金
額
も
日
本
で

一
番
と
い
う
。
そ
の
蓄
え
を
安

心
し
て
使
え
る
社
会
を
早
く
つ

く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

そ
れ
だ
け
で
日
本
の
景
色
は

大
き
く
変
わ
る
は
ず
だ
。
来
年

は
Ｖ
字
回
復
、
そ
れ
を
い
か
に

持
続
さ
せ
ら
れ
る
か
が
課
題
で

あ
ろ
う
。

梅
村
学
園
理
事
兼
中

京
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

　

一
二
年
の
景
気
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
本
格
化
な
ど

か
ら
、「
Ｖ
字
回
復
が
期
待
で
き
る
」

と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
一
方
、
日
本

経
済
の
成
長
に
向
け
た
中
長
期
の
課

題
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

各
氏
の
主
な
発
言
要
旨
は
次
の
と

お
り
。　
　
　
　
（
文
責
・
広
報
部
）

講
座

公
開

経済・経営シリーズ64

「2012年の経済見通し」

景気シンポジウム
「
六
重
苦
」
の
解
決
を

海
外
ニ
ー
ズ
を
掴
め
箕
浦

会
長

戦
略
的
な
産
業
展
開

海
外
市
場
の
開
拓
を
紀
村

局
長

財
政
再
建
急
ぐ
べ
き

交
通
結
節
点
生
か
せ
佐
々

顧
問

問
題
は
再
来
年
以
降

再
始
動
の
中
核
担
え
奥
野

教
授

高
度
技
術
を
市
場
へ

世
界
で
戦
う
中
部
に
伊
藤

教
授

震
災
復
興
本
格
化
で「
Ｖ
字
回
復
」

１
０
４
１
人
聴
講

中部経済同友会
代表幹事・
トヨタ紡織会長

箕浦 輝幸さ　　ん

梅村学園理事・
中京大学
総合政策学部教授

奥野 信宏さ　
　ん

経済産業省
中部経済産業局長

紀村 英俊さ　
　ん

三菱東京ＵＦＪ銀行
顧問

佐  々和夫さ　
　ん

中京大学大学院 ビジネス・
イノベーション研究科長・
経営学部教授

伊藤 清道さ　
　ん

パネリスト（順不同） コーディネーター
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体
育
学
部
創
立
五
十
周
年
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
十
月
二
十
九

日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
体
育

学
部
の
卒
業
生
や
元
教
員
ら
三

百
人
が
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
懇

談
会
に
参
加
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
五
輪
に

二
度
出
場
し
た
水
泳
の
高
橋
繁

浩
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
、

ハ
ン
マ
ー
投
げ
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
室
伏
広
治
・
同
准
教
授
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
世
界
選
手

権
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
塚
崇
彦

さ
ん（
体
育
学
修
士
１
）の
三
人

が
、
記
録
・
成
果
が
出
せ
る
時

の
微
妙
な
感
覚
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
、
周
り
に
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
話
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
小
川
英
次
理

事
長
、
北
川
薫
学
長
、
梅
村
義

久
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
長
、
梅
村

清
英
理
事
が
、「
体
育
学
部
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
貢
献
は

大
き
い
」「
卒
業
生
の
皆

さ
ん
が
全
国
で
活
躍
し
、

本
学
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
」「
五
十
年
の
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」な
ど
、

お
礼
と
決
意
を
述
べ
た
。
出
席

者
に
は「
体
育
学
部
創
立
五
十

周
年
記
念
誌
」の
Ｃ
Ｄ
が
配
布

さ
れ
た
。

　

体
育
学
部
は
開
設
当
初
、
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
、
体

育
学
科
の
み
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

六
二
年
に
健
康
教
育
、
六
七
年

に
武
道
の
二
学
科
が
増
設
さ
れ
、

七
一
年
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
。
二
〇
〇
〇
年
に
体
育
科
、

健
康
科
の
二
学
科
体
制
と
な
っ

た
。
卒
業
生
は
二
万
三
千
九
百

四
十
三
人
。
二
〇
一
一
年
四
月
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
改
組
。

　

学
部
開
設
か
ら
の
教
育
・
研

究
活
動
を
記
録
し
た
経
営
学
部

の
記
念
誌
「
開
設
20
年
の
歩

み
」
が
発
行
さ
れ
た
。
旧
商
学

部
（
現
総
合
政
策
学
部
）
の
二

学
科
中
の
経
営
学
科
を
転
換
改

組
し
、
一
九
九
一
年
、
情
報
科

学
部
（
当
時
）
に
続
く
本
学
八

番
目
の
学
部
と
し
て
誕
生
し
た

経
営
学
部
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

情
報
化
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
、
二

〇
一
一
年
三
月
ま
で
に
十

七
期
、
計
五
千
八
百
七
十

五
人
の
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
出
し
て
き
た
。

　

経
営
学
部
20
周
年
行
事
委
員

会
の
学
部
長
経
験
者
に
よ
る
記

念
誌
編
集
グ
ル
ー
プ
（
代
表
・

吉
田
康
英
教
授
）が
制
作
し
た
。

第
一
部
「
卒
業
生
と
経
営
学
部

の
歩
み
」、第
二
部
「
経
営
学
部

教
育
の
歩
み
」、第
三
部
「
教
員

の
研
究
活
動
の
歩
み
」、第
四
部

「
広
報
に
み
る
経
営
学
部
の
歩

み
」、第
五
部「
付
録
」（
デ
ー
タ
）

で
構
成
さ
れ
、
設
置
認
可
申
請

書
に
記
載
し
た
学
部
開
設
の
理

由
文
書
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

変
遷
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
興
味

深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
京
大
学
図
書

館
の
蔵
書
は
四
館
合

わ
せ
て
百
九
万
冊
を

数
え
、
愛
知
県
図

書
館
に
並
ぶ
所
蔵
数

で
す
。
そ
の
中
で
〈
お
宝
〉
と

も
い
え
る
貴
重
書
が
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
・
図
書
館
附
属
棟
の

特
別
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
◆
四
十
年
前
か
ら
計
画
的

に
購
入
し
、
マ
ル
ク
ス
「
資
本

論
」
の
初
版
本
や
「
源
氏
物

語
五
十
四
帖
」
の
南
北
朝
時

代
の
写
本
が
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
◆
約
六
百
五
十
点
の
貴

重
書
の
う
ち
、
和
本
を
紹
介

す
る
「
図
書
館
の
貴
重
書
」

が
始
ま
り
ま
し
た
（
４
面
）。

執
筆
者
は
文
学
部
、
国
際
教

養
学
部
の
先
生
方
で
す
。
限

　

二
〇
一
一
年
度
秋
の
褒
章
、

叙
勲
で
、
𡈽
方
清
・
中
京
大
学

同
窓
会
前
会
長
が
藍
綬
褒
章
、

多
湖
實
松
・
中
京
大
学
元
体
育

学
部
教
授
が
瑞
宝
小
綬
章
（
教

育
功
労
）
、
筒
井
宣
政
・
中
京

大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
客
員
教
授

が
旭
日
双
光
章
（
発
明
考
案
功

労
）
を
受
章
し
た
。

　

𡈽
方
前
同
窓
会
長
は
一
九
六

九
年
商
学
部
卒
。
二
〇
〇
一
年

か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
社
長
、
会
長
を

歴
任
し
、
激
務
の
か
た
わ
ら
、

二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

ま
で
中
京
大
学
同
窓
会
会
長
を

務
め
た
。
現
在
、
中
京
大
学
同

窓
会
顧
問
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン

ク
ス
相
談
役
。
二
〇
一
一
年
六

月
、
日
本
小
売
業
協
会
会
長
に

就
任
し
た
。

　

多
湖
元
教
授
は
愛
知
県
立
刈

谷
高
等
学
校
校
長
を
経
て
二
〇

〇
二
年
か
ら
三
年
間
、
中
京
大

学
附
属
中
京
高
等
学
校
校
長
を

務
め
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇

一
〇
年
ま
で
体
育
学
部
で
教
鞭

を
と
っ
た
。
専
攻
分
野
は
体
育

経
営
管
理
。

　

筒
井
客
員
教
授
は
東
海
メ
デ

ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
長
。
一

の
頃
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た

時
の
こ
と
、
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス

図
書
館
の
職
員
の
名
前
が
何

人
も
出
て
き
ま
し
た
。
授
業

以
外
は
図
書
館
に
こ
も
っ
て
い

た
と
い
う
話
が
、
な
る
ほ
ど
と

頷
け
ま
し
た
◆
図
書
館
に
は

縁
遠
か
っ
た
我
が
身
の
昔
を
、

振
り
返
る
こ
と
の
多
か
っ
た
新

企
画
の
編
集
で
し
た
。（
み
）

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
順

次
特
色
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
◆
13
面
で

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
「
中
京
人

往
来
」
で
す
。
卒
業
生
ら
話

題
の
Ｏ
Ｂ
の
昨
今
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
、
第
一
回
は
昨
年
、

国
際
的
な
経
済
学
賞
を
受
賞

し
た
本
学
経
済
研
究
所
の
研

究
員
で
す
◆
学
部
・
研
究
科

九
八
九
年
、心
筋
梗
塞
の
応
急

処
置
用
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

の
国
産
に
初
め
て
成
功
し
、二

〇
〇
三
年
か
ら
本
学
で「
起
業

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
教
え
て
い

る
。

　

大
学
祭
開
催
期
間
中
に
開
か

れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
（
教

育
後
援
会
）

と
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー

（
同
窓
会
）が

十
月
二
十
九

日
、
名
古
屋
、

豊
田
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
過

去
最
多
の
計

三
千
九
百
二

十
人
で
賑
わ
っ
た
（
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
会
二
千
二
百
二
十
人
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
千
七
百

人
）
。

　

今
回
初
め
て
の
企
画
と
し
て
、

在
学
生
の
保
護
者
、
同
窓
生
ら

を
対
象
に
し
た
公
開
講
座
が
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
ハ
ン
マ
ー
投
げ
・
室
伏
重

信
名
誉
教
授
が
「
競
技
ス
ポ
ー

ツ
と
人
間
の
可
能
性
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
し
た
。

（
講
演
要
旨
は
13
面
）

　

六
千
部
を
制
作
し
、
学
部
卒

業
生
、
在
学
生
に
配
布
し
た
。

希
望
者
は
学
事
課
（
☎
０
５
２

―
８
３
５
―
７
１
８
０
）
ま
で
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
リ
ス
学
部

長
は
巻
頭
で
「
経
営
学
部
開
設

時
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

を
持
っ
て
お
り
、
流
動
的
で
柔

軟
性
の
あ
る
次
の
段
階
へ
の
発

展
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

吉
田
教
授
は
「
寄
稿
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
卒
業
生
お
よ
び

学
内
関
係
者
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。

最
多
の
参
加
者
で
賑
う

会
場
受
付

お礼と決意を述べる梅村学部長

編  集  後  記

𡈽方前会長

多湖元教授

筒井客員教授

𡈽
方 

清・同
窓
会
前
会
長
が
藍
綬
褒
章

　
多
湖
實
松
・元
体
育
学
部
教
授
は
瑞
宝
小
綬
章

　
筒
井
宣
政
・
Ｂ
Ｉ
客
員
教
授
に
旭
日
双
光
章

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
卒
業
生
、元
教
員
ら
集
う

記
念
誌
は
全
36
ペ
ー
ジ

秋の褒章
叙勲

経
営
学
部

20
周
年
記
念
誌
を
発
行

キャンパス見学会
ホームカミングデー

参加者最多3,900人

体育学部創立50周年
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